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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置が無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏ
ｌ）メッセージを受信する方法であって、
　第１の基地局装置から、マスターセルグループ上で確立されたデータ無線ベアラのセカ
ンダリセルグループへの再マッピングを設定するデータ無線ベアラ設定パラメータを含ん
だＲＲＣ接続再設定メッセージを受信するステップを含み、
　データ無線ベアラは、上記マスターセルグループのパケットデータコンバージェンスプ
ロトコル、または上記セカンダリセルグループのパケットデータコンバージェンスプロト
コルの何れかにマップされ、
　ＬＴＥにおけるデュアルコネクティビティにおいて、上記マスターセルグループおよび
上記セカンダリセルグループが設定され、
　上記マスターセルグループは、少なくとも１つのプライマリセルを含み、
　上記セカンダリセルグループは、少なくとも１つのプライマリセカンダリセルを含み、
　第１のＭＡＣエンティティは上記マスターセルグループに対して設定され、
　第２のＭＡＣエンティティは上記セカンダリセルグループに対して設定される、
方法。
【請求項２】
　前記データ無線ベアラ設定パラメータは、パケットデータコンバージェンスプロトコル
設定、無線リンク制御設定、論理チャネル構成、論理チャネル・アイデンティティおよび
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イボルブド・パケット・システムベアラ・アイデンティティのうちの少なくとも１つを備
える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＲＲＣ接続再設定メッセージの受信に応答して、前記マスターセルグループ上で確
立されたパケットデータコンバージェンスプロトコルを前記セカンダリセルグループへ再
マッピングする、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ランダムアクセス手順が首尾よく完了された後、前記マスターセルグループ上で確立さ
れた前記パケットデータコンバージェンスプロトコルを前記セカンダリセルグループに再
マッピングするステップをさらに含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記セカンダリセルグループ上で前記パケットデータコンバージェンスプロトコルを再
確立するステップをさらに含む、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＲＲＣ接続再設定メッセージの受信に応答して、前記マスターセルグループ上で確
立された無線リンク制御を前記セカンダリセルグループへ再マッピングする、請求項１に
記載の方法。
【請求項７】
　前記セカンダリセルグループ上で前記無線リンク制御を再確立するステップをさらに含
む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　基地局装置が無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを送信する方法であって、
　端末装置へ、マスターセルグループ上で確立されたデータ無線ベアラのセカンダリセル
グループへの再マッピングを設定するデータ無線ベアラ設定パラメータを含んだＲＲＣ接
続再設定メッセージを送信するステップを含み、
　データ無線ベアラは、上記マスターセルグループのパケットデータコンバージェンスプ
ロトコル、または上記セカンダリセルグループのパケットデータコンバージェンスプロト
コルの何れかにマップされ、
　ＬＴＥにおけるデュアルコネクティビティにおいて、上記マスターセルグループおよび
上記セカンダリセルグループが設定され、
　上記マスターセルグループは、少なくとも１つのプライマリセルを含み、
　上記セカンダリセルグループは、少なくとも１つのプライマリセカンダリセルを含み、
　第１のＭＡＣエンティティは上記マスターセルグループに対して設定され、
　第２のＭＡＣエンティティは上記セカンダリセルグループに対して設定される、
方法。
【請求項９】
　前記データ無線ベアラ設定パラメータは、パケットデータコンバージェンスプロトコル
設定、無線リンク制御設定、論理チャネル構成、論理チャネル・アイデンティティおよび
イボルブド・パケット・システムベアラ・アイデンティティのうちの少なくとも１つを備
える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＲＲＣ接続再設定メッセージを送信することによって、前記端末装置に、前記マス
ターセルグループ上で確立されたパケットデータコンバージェンスプロトコルを前記セカ
ンダリセルグループへ再マッピングさせる、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＲＲＣ接続再設定メッセージを送信することによって、前記端末装置に、前記マス
ターセルグループ上で確立されたパケットデータコンバージェンスプロトコルを、ランダ
ムアクセス手順が首尾よく完了された後に前記セカンダリセルグループへ再マッピングさ
せる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】



(3) JP 6626828 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

　前記端末装置に、前記セカンダリセルグループ上で前記パケットデータコンバージェン
スプロトコルを再確立させるステップをさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＲＲＣ接続再設定メッセージを送信することによって、前記端末装置に、前記マス
ターセルグループ上で確立された無線リンク制御を前記セカンダリセルグループへ再マッ
ピングさせる、請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記端末装置に、前記セカンダリセルグループ上で前記無線リンク制御を再確立させる
ステップをさらに含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを受信する端末装置であって、
　制御部を備え、
　上記制御部は、第１の基地局装置から、マスターセルグループ上で確立されたデータ無
線ベアラのセカンダリセルグループへの再マッピングを設定するデータ無線ベアラ設定パ
ラメータを含んだＲＲＣ接続再設定メッセージを受信し、
　データ無線ベアラは、上記マスターセルグループのパケットデータコンバージェンスプ
ロトコル、または上記セカンダリセルグループのパケットデータコンバージェンスプロト
コルの何れかにマップされ、
　ＬＴＥにおけるデュアルコネクティビティにおいて、上記マスターセルグループおよび
上記セカンダリセルグループが設定され、
　上記マスターセルグループは、少なくとも１つのプライマリセルを含み、
　上記セカンダリセルグループは、少なくとも１つのプライマリセカンダリセルを含み、
　第１のＭＡＣエンティティは上記マスターセルグループに対して設定され、
　第２のＭＡＣエンティティは上記セカンダリセルグループに対して設定される、
端末装置。
【請求項１６】
　前記データ無線ベアラ設定パラメータは、パケットデータコンバージェンスプロトコル
設定、無線リンク制御設定、論理チャネル構成、論理チャネル・アイデンティティおよび
イボルブド・パケット・システムベアラ・アイデンティティのうちの少なくとも１つを備
える、請求項１５に記載の端末装置。
【請求項１７】
　前記ＲＲＣ接続再設定メッセージの受信に応答して、前記制御部は、前記マスターセル
グループ上で確立されたパケットデータコンバージェンスプロトコルを前記セカンダリセ
ルグループへ再マッピングする、請求項１５に記載の端末装置。
【請求項１８】
　前記制御部はさらに、ランダムアクセス手順が首尾よく完了された後、前記マスターセ
ルグループ上で確立されたパケットデータコンバージェンスプロトコルを、上記セカンダ
リセルグループ上で再マッピングする、請求項１７に記載の端末装置。
【請求項１９】
　前記制御部は、前記セカンダリセルグループ上で前記パケットデータコンバージェンス
プロトコルを再確立する、請求項１７に記載の端末装置。
【請求項２０】
　前記ＲＲＣ接続再設定メッセージの受信に応答して、前記制御部は、前記マスターセル
グループ上で確立された無線リンク制御を前記セカンダリセルグループへ再マッピングす
る、請求項１５に記載の端末装置。
【請求項２１】
　前記制御部はさらに、前記セカンダリセルグループ上で前記無線リンク制御を再確立す
る、請求項２０に記載の端末装置。
【請求項２２】
　無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを送信する基地局装置であって、
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　制御部を備え、
　上記制御部は、端末装置へ、マスターセルグループ上で確立されたデータ無線ベアラの
セカンダリセルグループへの再マッピングを設定するデータ無線ベアラ設定パラメータを
含んだＲＲＣ接続再設定メッセージを送信し、
　データ無線ベアラは、上記マスターセルグループのパケットデータコンバージェンスプ
ロトコル、または上記セカンダリセルグループのパケットデータコンバージェンスプロト
コルの何れかにマップされ、
　ＬＴＥにおけるデュアルコネクティビティにおいて、上記マスターセルグループおよび
上記セカンダリセルグループが設定され、
　上記マスターセルグループは、少なくとも１つのプライマリセルを含み、
　上記セカンダリセルグループは、少なくとも１つのプライマリセカンダリセルを含み、
　第１のＭＡＣエンティティは上記マスターセルグループに対して設定され、
　第２のＭＡＣエンティティは上記セカンダリセルグループに対して設定される、
基地局装置。
【請求項２３】
　前記データ無線ベアラ設定パラメータは、パケットデータコンバージェンスプロトコル
設定、無線リンク制御設定、論理チャネル構成、論理チャネル・アイデンティティおよび
イボルブド・パケット・システムベアラ・アイデンティティのうちの少なくとも１つを備
える、請求項２２に記載の基地局装置。
【請求項２４】
　前記制御部は、前記ＲＲＣ接続再設定メッセージを送信することによって、前記端末装
置に前記マスターセルグループ上で確立されたパケットデータコンバージェンスプロトコ
ルを前記セカンダリセルグループへ再マッピングさせる、請求項２２に記載の基地局装置
。
【請求項２５】
　前記制御部は、ランダムアクセス手順が首尾よく完了された後、前記端末装置に、前記
マスターセルグループ上で確立されたパケットデータコンバージェンスプロトコルを前記
セカンダリセルグループに再マッピングさせる、請求項２４に記載の基地局装置。
【請求項２６】
　前記制御部はさらに、前記端末装置に、前記セカンダリセルグループ上で前記パケット
データコンバージェンスプロトコルを再確立させる、請求項２４に記載の基地局装置。
【請求項２７】
　前記制御部は、前記ＲＲＣ接続再設定メッセージを送信することによって、前記端末装
置に、前記マスターセルグループ上で確立された無線リンク制御を前記セカンダリセルグ
ループへ再マッピングさせる、請求項２２に記載の基地局装置。
【請求項２８】
　前記制御部はさらに、前記端末装置に前記セカンダリセルグループ上で前記無線リンク
制御を再確立させる、請求項２７に記載の基地局装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般に、通信システムに関する。より具体的には、本開示は、デュアル接続
性オペレーションのためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ワイヤレス通信デバイスは、消費者ニーズを満たし、可搬性と便利さとを改善するため
により小さく、より強力になった。消費者は、ワイヤレス通信デバイスに依存するように
なり、高信頼性のサービス、カバレッジエリアの拡大および機能性の向上を期待するよう
になった。ワイヤレス通信システムは、多数のワイヤレス通信デバイスに通信を提供し、
それぞれのデバイスが基地局によるサービスを享受する。基地局は、ワイヤレス通信デバ



(5) JP 6626828 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

イスと通信するデバイスである。
【０００３】
　ワイヤレス通信デバイスが進歩するにつれて、通信容量、速度、フレキシビリティおよ
び効率の向上が求められてきた。しかしながら、通信容量、速度、フレキシビリティおよ
び効率の向上がいくつかの問題を提起することがある。
【０００４】
　例えば、ワイヤレス通信デバイスは、複数の接続を用いて１つ以上のデバイスと通信す
る。しかしながら、複数の接続は、限られたフレキシビリティおよび効率を提供するに過
ぎない。この考察によって示されるように、通信のフレキシビリティおよび効率を向上さ
せるシステムおよび方法が有益であろう。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の態様は、端末装置（ＵＥ：ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）によって無線リソ
ース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）メッセージを受信
するための方法を提供し、方法は、
　第１の基地局装置（ｅＮＢ：ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）から、マスターセルグル
ープ（ＭＣＧ：ｍａｓｔｅｒ　ｃｅｌｌ　ｇｒｏｕｐ）上で確立されたデータ無線ベアラ
（ＤＲＢ：ｄａｔａ　ｒａｄｉｏ　ｂｅａｒｅｒ）をセカンダリセルグループ（ＳＣＧ：
ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｅｌｌ　ｇｒｏｕｐ）へ再マッピングするためのデータ無線ベア
ラ（ＤＲＢ）設定パラメータを含んだＲＲＣ接続再設定（ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲ
ｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）メッセージを受信するステップ
　を備える。
【０００６】
　本発明の別の態様は、基地局装置（ｅＮＢ）によって無線リソース制御（ＲＲＣ）メッ
セージを送信するための方法を提供し、方法は、
　端末装置（ＵＥ）へ、マスターセルグループ（ＭＣＧ）上で確立されたデータ無線ベア
ラ（ＤＲＢ）をセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）へ再マッピングするためのデータ無線
ベアラ（ＤＲＢ）設定パラメータを含んだＲＲＣ接続再設定（ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏ
ｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）メッセージを送信するステップ
　を備える。
【０００７】
　本発明の別の態様は、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを受信するための端末装
置（ＵＥ）を提供し、ＵＥは、
　プロセッサと、
　プロセッサと電子通信を行うメモリとを備え、メモリに記憶されている命令は、
　第１の基地局装置（ｅＮＢ）から、マスターセルグループ（ＭＣＧ）上で確立されたデ
ータ無線ベアラ（ＤＲＢ）をセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）へ再マッピングするため
のデータ無線ベアラ（ＤＲＢ）設定パラメータを含んだＲＲＣ接続再設定（ＲＲＣＣｏｎ
ｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）メッセージを受信する
　ために実行可能である。
【０００８】
　本発明の別の態様は、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを送信するための基地局
装置（ｅＮＢ）を提供し、ｅＮＢは、
　プロセッサと、
　プロセッサと電子通信を行うメモリとを備え、メモリに記憶されている命令は、
　端末装置（ＵＥ：ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）へ、マスターセルグループ（ＭＣＧ
）上で確立されたデータ無線ベアラ（ＤＲＢ）をセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）へ再
マッピングするためのデータ無線ベアラ（ＤＲＢ）設定パラメータを含んだＲＲＣ接続再
設定（ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）メッセージを送信
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する
　ために実行可能である。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】デュアル接続性オペレーションのためのシステムおよび方法が実装された１つ以
上の基地局装置（ｅＮＢ）および１つ以上の端末装置（ＵＥ）の一構成を示すブロック図
である。
【図２】ＵＥによって無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを受信するための方法の一
実装を示すフロー図である。
【図３】ｅＮＢによってＲＲＣメッセージを送信するための方法の一実装を示すフロー図
である。
【図４】ＵＥによってＲＲＣメッセージを受信するための方法の別の実装を示すフロー図
である。
【図５】ｅＮＢによってＲＲＣメッセージを送信するための方法の別の実装を示すフロー
図である。
【図６】デュアル接続性オペレーションのためのシステムおよび方法が実装されたイボル
ブド・ユニバーサル地上無線アクセス・ネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Ｅｖｏｌｖｅｄ
　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗ
ｏｒｋ）アーキテクチャの構成を示すブロック図である
【図７】デュアル接続性オペレーションのためのシステムおよび方法が実装されたＥ－Ｕ
ＴＲＡＮおよびＵＥの一構成を示すブロック図である。
【図８】第１のユーザプレーン（ＵＰ：ｕｓｅｒ　ｐｌａｎｅ）アーキテクチャおよび第
２のＵＰアーキテクチャを示すブロック図である。
【図９】セカンダリ基地局装置（ＳｅＮＢ：ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏ
ｄｅ　Ｂ）の追加および修正の一構成を示すスレッド図である。
【図１０】ＲＲＣ接続再設定手順の一構成を示すスレッド図である。
【図１１】ＲＲＣ接続再設定手順の別の構成を示すスレッド図である。
【図１２】ＲＲＣ接続再設定手順のさらに別の構成を示すスレッド図である。
【図１３】ＵＥにおいて利用される様々なコンポーネントを示す。
【図１４】ｅＮＢにおいて利用される様々なコンポーネントを示す。
【図１５】フィードバック情報を送信するためのシステムおよび方法が実装されたＵＥの
一構成を示すブロック図である。
【図１６】フィードバック情報を受信するためのシステムおよび方法が実装されたｅＮＢ
の一構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　端末装置（ＵＥ）によって無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを受信するための方
法が記載される。方法は、第１の基地局装置（ｅＮＢ）から、マスターセルグループ（Ｍ
ＣＧ）上で確立されたデータ無線ベアラ（ＤＲＢ）をセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）
へ再マッピングするためのデータ無線ベアラ（ＤＲＢ）設定パラメータを含んだＲＲＣ接
続再設定（ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）メッセージを
受信するステップを含む。
【００１１】
　ＤＲＢ設定パラメータは、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：ｐ
ａｃｋｅｔ　ｄａｔａ　ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）設定、無線リンク
制御（ＲＬＣ：ｒａｄｉｏ　ｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ）設定、論理チャネル構成、論理
チャネル・アイデンティティおよびイボルブド・パケット・システム（ＥＰＳ：ｅｖｏｌ
ｖｅｄ　ｐａｃｋｅｔ　ｓｙｓｔｅｍ）ベアラ・アイデンティティのうちの少なくとも１
つを含みうる。
【００１２】
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　ＲＲＣ接続再設定メッセージの受信に応答して、方法は、ＭＣＧ上で確立されたＰＤＣ
ＰをＳＣＧへ再マッピングするステップをさらに含みうる。方法は、ＭＣＧ上で確立され
たＰＤＣＰをランダムアクセス手順が首尾よく完了された後にＳＣＧへ再マッピングする
ステップをさらに含みうる。方法は、ＳＣＧ上でＰＤＣＰを再確立するステップをさらに
含みうる。
【００１３】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージの受信に応答して、方法は、ＭＣＧ上で確立されたＲＬＣ
をＳＣＧへ再マッピングするステップも含みうる。方法は、ＳＣＧ上でＲＬＣを再確立す
るステップをさらに含みうる。
【００１４】
　ｅＮＢによってＲＲＣメッセージを送信するための方法も記載される。方法は、ＵＥへ
、ＭＣＧ上で確立されたＤＲＢをＳＣＧへ再マッピングするためのＤＲＢ設定パラメータ
を含んだＲＲＣ接続再設定メッセージを送信するステップを含む。
【００１５】
　ＤＲＢ設定パラメータは、ＰＤＣＰ設定、ＲＬＣ設定、論理チャネル構成、論理チャネ
ル・アイデンティティおよびＥＰＳベアラ・アイデンティティのうちの少なくとも１つを
含みうる。
【００１６】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージを送信するステップは、ＵＥにＭＣＧ上で確立されたＰＤ
ＣＰをＳＣＧへ再マッピングさせる。ＲＲＣ接続再設定メッセージを送信するステップは
、ランダムアクセス手順が首尾よく完了された後に、ＵＥにＭＣＧ上で確立されたＰＤＣ
ＰをＳＣＧへ再マッピングさせる。方法は、ＵＥにＳＣＧ上でＰＤＣＰを再確立させるス
テップも含みうる。
【００１７】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージを送信するステップは、ＵＥにＭＣＧ上で確立されたＲＬ
ＣをＳＣＧへ再マッピングさせる。方法は、ＵＥにＳＣＧ上でＲＬＣを再確立させるステ
ップも含みうる。
【００１８】
　ＲＲＣメッセージを受信するためのＵＥも記載される。ＵＥは、プロセッサと、プロセ
ッサと電子通信を行うメモリとを含む。メモリに記憶された命令は、第１のｅＮＢから、
ＭＣＧ上で確立されたＤＲＢをＳＣＧへ再マッピングするためのＤＲＢ設定パラメータを
含んだＲＲＣ接続再設定メッセージを受信するために実行可能である。
【００１９】
　ＲＲＣメッセージを送信するためのｅＮＢも記載される。ｅＮＢは、プロセッサと、プ
ロセッサと電子通信を行うメモリとを含む。メモリに記憶された命令は、ＵＥへ、ＭＣＧ
上で確立されたＤＲＢをＳＣＧへ再マッピングするためのＤＲＢ設定パラメータを含んだ
ＲＲＣ接続再設定メッセージを送信するために実行可能である。
【００２０】
　３ＧＰＰロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌ
ｕｔｉｏｎ）は、将来の要求に対処すべくユニバーサル・モバイル通信システム（ＵＭＴ
Ｓ：Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙ
ｓｔｅｍ）モバイルフォンまたはデバイス規格を改善するためのプロジェクトに与えられ
た名称である。一態様において、ＵＭＴＳは、イボルブド・ユニバーサル地上無線アクセ
ス（Ｅ－ＵＴＲＡ：Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）およびイボルブド・ユニバーサル地上無線アクセス・ネットワ
ーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ
　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）にサポートおよび仕様を提供するために
修正された。
【００２１】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法の少なくともいくつかの態様は、３ＧＰＰ　
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ＬＴＥ、ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ：ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）および他の規格
（例えば、３ＧＰＰリリース８、９、１０、１１および／または１２）に関して記載され
る。しかしながら、本開示の範囲は、この点で限定されるべきではない。本明細書に開示
されるシステムおよび方法の少なくともいくつかの態様は、他のタイプのワイヤレス通信
システムに利用されてもよい。
【００２２】
　ワイヤレス通信デバイスは、音声および／またはデータを基地局へ通信するために用い
られる電子デバイスであり、次には基地局がデバイスのネットワーク（例えば、公衆交換
電話網（ＰＳＴＮ：ｐｕｂｌｉｃ　ｓｗｉｔｃｈｅｄ　ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）、インターネットなど）と通信する。本明細書にシステムおよび方法を記載すると
きに、ワイヤレス通信デバイスは、代わりに、移動局、ＵＥ、アクセス端末、加入者局、
移動端末、遠隔局、ユーザ端末、端末、加入者ユニット、モバイルデバイスなどと呼ばれ
る。ワイヤレス通信デバイスの例は、セルラーフォン、スマートフォン、携帯情報端末（
ＰＤＡ：ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、ラップトップコン
ピュータ、ネットブック、電子書籍リーダ、ワイヤレス・モデムなどを含む。３ＧＰＰ仕
様では、ワイヤレス通信デバイスは、典型的にＵＥと呼ばれる。しかしながら、本開示の
範囲は、３ＧＰＰ規格に限定されるべきではないので、より一般的な用語「ワイヤレス通
信デバイス」を意味するために、本明細書では用語「ＵＥ」および「ワイヤレス通信デバ
イス」が同義で用いられる。
【００２３】
　３ＧＰＰ仕様では、基地局は、典型的にＮｏｄｅ　Ｂ、ｅＮＢ、ｈｏｍｅ　ｅｎｈａｎ
ｃｅｄまたはｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ＨｅＮＢ）あるいはいくつかの他の同様の
用語で呼ばれる。本開示の範囲は、３ＧＰＰ規格に限定されるべきではないので、より一
般的な用語「基地局」を意味するために、本明細書では用語「基地局」、「Ｎｏｄｅ　Ｂ
」、「ｅＮＢ」および「ＨｅＮＢ」が同義で用いられる。そのうえ、「基地局」の一例は
、アクセスポイントである。アクセスポイントは、ワイヤレス通信デバイスにネットワー
ク（例えば、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ：Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）、インターネットなど）へのアクセスを提供する電子デバイスである。用語「通信
デバイス」は、ワイヤレス通信デバイスおよび／または基地局の両方を示すために用いら
れる。
【００２４】
　本明細書では、「セル」は、インターナショナル・モバイル・テレコミュニケーション
ズ－アドバンスト（ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ：Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉ
ｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）に用いるために規格
化または規制団体によって仕様が定められた任意の通信チャネルであり、ｅＮＢとＵＥと
の間の通信に用いることが認可されたバンド（例えば、周波数バンド）として３ＧＰＰに
よりそのすべてまたはそのサブセットが採用されることに留意すべきである。Ｅ－ＵＴＲ
Ａ、Ｅ－ＵＴＲＡＮの全体的な記載において、本明細書では、「セル」が「下りリンク・
リソースと随意的に上りリンク・リソースとの組み合わせ」として定義されることにも留
意すべきである。下りリンク・リソースのキャリア周波数と上りリンク・リソースのキャ
リア周波数との間のリンキングは、下りリンク・リソース上で送信されるシステム情報に
おいて示されてもよい。
【００２５】
　「構成セル（ｃｏｎｆｉｇｕｒｅｄ　ｃｅｌｌ）」は、ＵＥが認識しており、情報を送
信または受信することがｅＮＢによって許可されたセルである。「構成セル（単数または
複数）」は、在圏セル（単数または複数）であってもよい。ＵＥは、すべての構成セル上
でシステム情報を受信して必要な測定を行う。無線接続のための「構成セル（単数または
複数）」は、プライマリセル、および／または０、１つまたはそれ以上のセカンダリセル
（単数または複数）からなってもよい。「アクティブ化されたセル（ａｃｔｉｖａｔｅｄ
　ｃｅｌｌ）」は、ＵＥが送受信を行っている構成セルである。すなわち、アクティブ化
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されたセルは、ＵＥが物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄ
ｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）をモニタする対象となるセルであり
、下りリンク送信のケースでは、ＵＥが物理下りリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）を復号する対象とな
るセルである。「非アクティブ化されたセル（ｄｅａｃｔｉｖａｔｅｄ　ｃｅｌｌ）」は
、ＵＥが送信ＰＤＣＣＨをモニタしていない構成セルである。留意すべきは、「セル」が
異なるディメンジョンの観点から記述されることである。例えば、「セル」は、時間、空
間（例えば、地理的）および周波数特性を有しうる。
【００２６】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法は、デュアル接続性オペレーションのための
デバイスを記載する。これは、イボルブド・ユニバーサル地上無線アクセス・ネットワー
ク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）のコンテキストで行われてもよい。例えば、端末装置（ＵＥ）とＥ
－ＵＴＲＡＮ上の２つ以上のｅＮＢとの間のデュアル接続性オペレーションが記載される
。一構成において、２つ以上のｅＮＢは、異なるスケジューラを有しうる。
【００２７】
　本明細書に記載されるシステムおよび方法は、デュアル接続性オペレーションにおける
無線リソースの効率的な使用を強化する。キャリアアグリゲーションは、１つより多いコ
ンポーネントキャリア（ＣＣ：ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）の同時利用を指す
。キャリアアグリゲーションにおいては、ＵＥに対して１つより多いセルがアグリゲート
される。一例において、キャリアアグリゲーションは、ＵＥに利用可能な有効バンド幅を
増加させるために用いられる。従来のキャリアアグリゲーションでは、単一のｅＮＢが複
数の在圏セルをＵＥに提供すると想定する。２つ以上のセルがアグリゲートされる（例え
ば、１つのマクロセルが複数のリモートラジオヘッド（ＲＲＨ：ｒｅｍｏｔｅ　ｒａｄｉ
ｏ　ｈｅａｄ）セルとアグリゲートされる）シナリオであっても、これらのセルは、単一
のｅＮＢによって制御される（例えば、スケジュールされる）。
【００２８】
　しかしながら、スモールセル配備のシナリオでは、各ノード（例えば、ｅＮＢ、ＲＲＨ
など）がそれ自体の独立したスケジューラを有しうる。両方のノードの無線リソース利用
の効率を最大にするために、ＵＥは、異なるスケジューラを有する２つ以上のノードに接
続する。
【００２９】
　一構成において、ＵＥが異なるスケジューラを有する２つのノード（例えば、ｅＮＢ）
に接続するために、ＵＥとＥ－ＵＴＲＡＮとの間のデュアル接続性が利用される。例えば
、リリース１１のオペレーションに加えて、リリース１２の規格に従って動作するＵＥが
デュアル接続性（マルチ接続性、ｅＮＢ間キャリアアグリゲーション、マルチフロー、マ
ルチセル・クラスタ、マルチＵｕなどとも呼ばれる）を用いて構成される。現在は最大２
つの接続が考慮されるため、「デュアル接続性」の用語が用いられる。ＵＥは、設定され
ていれば、複数のＵｕインターフェースを用いてＥ－ＵＴＲＡＮに接続する。例として、
ＵＥは、１つの無線インターフェースを用いることにより１つ以上の追加の無線インター
フェースを確立するように構成されてもよい。以下では、１つのノードがマスターｅＮＢ
（ＭｅＮＢ：ｍａｓｔｅｒ　ｅＮＢ）と呼ばれ、別のノードがセカンダリｅＮＢ（ＳｅＮ
Ｂ：ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｅＮＢ）と呼ばれる。
【００３０】
　デュアル接続性においては、セカンダリセルグループ（ＳＣＧ）の追加または修正のた
めのＲＲＣ手順が定義される。そのうえ、デュアル接続性においてマスターセルグループ
（ＭＣＧ：ｍａｓｔｅｒ　ｃｅｌｌ　ｇｒｏｕｐ）とＳＣＧとの間の効率的なデータ無線
ベアラ（ＤＲＢ）再設定を達成するためには、効率的なメッセージ交換が必要とされる。
【００３１】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法の様々な例が図面を参照して以下に記載され
る。図面中、同様の参照番号は、機能的に類似した要素を示す。本明細書において図面に
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一般的に記載され、示されるシステムおよび方法は、多種多様に異なった実装に配置し、
設計することができるであろう。従って、図面に表現されるようないくつかの実装の以下
のさらに詳細な記載は、特許請求の範囲を限定するものではなく、システムおよび方法を
単に代表するに過ぎない。
【００３２】
　図１は、デュアル接続性オペレーションのためのシステムおよび方法が実装された１つ
以上の基地局装置（ｅＮＢ）１６０および１つ以上の端末装置（ＵＥ）１０２の一構成を
示すブロック図である。１つ以上のＵＥ１０２は、１つ以上のアンテナ１２２ａ～ｎを用
いて１つ以上のｅＮＢ１６０と通信する。例えば、ＵＥ１０２は、１つ以上のアンテナ１
２２ａ～ｎを用いてｅＮＢ１６０へ電磁信号を送信し、ｅＮＢ１６０から電磁信号を受信
する。ｅＮＢ１６０は、１つ以上のアンテナ１８０ａ～ｎを用いてＵＥ１０２と通信する
。
【００３３】
　留意すべきは、いくつかの構成において、本明細書に記載されるＵＥ１０２の１つ以上
が単一のデバイスに実装されてもよいことである。例えば、複数のＵＥ１０２がいくつか
の実装では単一のデバイスに組み合わされてもよい。加えてまたは代わりに、いくつかの
構成において、本明細書に記載されるｅＮＢ１６０の１つ以上が単一のデバイスに実装さ
れてもよい。例えば、複数のｅＮＢ１６０がいくつかの実装では単一のデバイスに組み合
わされてもよい。図１のコンテキストでは、例として、単一のデバイスが本明細書に記載
されるシステムおよび方法による１つ以上のＵＥ１０２を含む。加えてまたは代わりに、
本明細書に記載されるシステムおよび方法による１つ以上のｅＮＢ１６０が単一のデバイ
スまたは複数のデバイスとして実装されてもよい。
【００３４】
　ＵＥ１０２およびｅＮＢ１６０は、相互に通信するために１つ以上のチャネル１１９、
１２１を用いる。例えば、ＵＥ１０２は、１つ以上の上りリンク・チャネル１２１および
信号を用いてｅＮＢ１６０へ情報またはデータを送信する。上りリンク・チャネル１２１
の例は、物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　
ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）および物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）などを含む。上りリン
ク信号の例は、復調参照信号（ＤＭＲＳ：ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ｒｅｆｅｒｅｎｃ
ｅ　ｓｉｇｎａｌ）およびサウンディング参照信号（ＳＲＳ：ｓｏｕｎｄｉｎｇ　ｒｅｆ
ｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）などを含む。１つ以上のｅＮＢ１６０も、例として、１つ
以上の下りリンク・チャネル１１９および信号を用いて１つ以上のＵＥ１０２へ情報また
はデータを送信する。下りリンク・チャネル１１９の例は、ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨなど
を含む。下りリンク信号の例は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ：ｐｒｉｍａｒｙ　ｓｙｎ
ｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ）、セル固有参照信号（ＣＲＳ：ｃｅｌｌ－ｓ
ｐｅｃｉｆｉｃ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）およびチャネル状態情報（ＣＳＩ
：ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｔｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ：Ｃ
ＳＩ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）などを含む。他の種類のチャネルまたは信号
を用いてもよい。
【００３５】
　１つ以上のＵＥ１０２のそれぞれは、１つ以上のトランシーバ１１８、１つ以上の復調
器１１４、１つ以上のデコーダ１０８、１つ以上のエンコーダ１５０、１つ以上の変調器
１５４、１つ以上のデータバッファ１０４および１つ以上のＵＥオペレーション・モジュ
ール１２４を含む。例えば、ＵＥ１０２では１つ以上の受信および／または送信経路が実
装される。便宜上、ＵＥ１０２では単一のトランシーバ１１８、デコーダ１０８、復調器
１１４、エンコーダ１５０および変調器１５４のみが示されるが、複数の並列要素（例え
ば、トランシーバ１１８、デコーダ１０８、復調器１１４、エンコーダ１５０および変調
器１５４）が実装されてもよい。
【００３６】
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　トランシーバ１１８は、１つ以上の受信機１２０および１つ以上の送信機１５８を含む
。１つ以上の受信機１２０は、１つ以上のアンテナ１２２ａ～ｎを用いてｅＮＢ１６０か
ら信号を受信する。例えば、受信機１２０は、１つ以上の受信信号１１６を作り出すため
に信号を受信してダウンコンバートする。１つ以上の受信信号１１６は、復調器１１４へ
供給される。１つ以上の送信機１５８は、１つ以上のアンテナ１２２ａ～ｎを用いてｅＮ
Ｂ１６０へ信号を送信する。例えば、１つ以上の送信機１５８は、１つ以上の変調信号１
５６をアップコンバートして送信する。
【００３７】
　復調器１１４は、１つ以上の復調信号１１２を作り出すために１つ以上の受信信号１１
６を復調する。１つ以上の復調信号１１２は、デコーダ１０８へ供給される。ＵＥ１０２
は、信号を復号するためにデコーダ１０８を用いる。デコーダ１０８は、１つ以上の復号
信号１０６、１１０を作り出す。例えば、第１のＵＥ復号信号１０６は、データバッファ
１０４に記憶される、受信したペイロード・データを備える。第２のＵＥ復号信号１１０
は、オーバーヘッド・データおよび／または制御データを備える。例えば、第２のＵＥ復
号信号１１０は、１つ以上のオペレーションを行うためにＵＥオペレーション・モジュー
ル１２４によって用いられるデータを供給する。
【００３８】
　本明細書では、用語「モジュール」は、特定の要素またはコンポーネントがハードウェ
ア、ソフトウェア、またはハードウェアおよびソフトウェアの組み合わせで実装されても
よいことを意味する。しかしながら、留意すべきは、本明細書に「モジュール」として示
される任意の要素が代わりにハードウェアで実装されてもよいことである。例えば、ＵＥ
オペレーション・モジュール１２４は、ハードウェア、ソフトウェアまたは両方の組み合
わせで実装されてもよい。
【００３９】
　一般に、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、ＵＥ１０２が１つ以上のｅＮＢ１
６０と通信することを可能にする。ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、ＵＥ　Ｓ
ＣＧ追加／修正モジュール１２６およびＵＥ　ＤＲＢ再マッピング・モジュール１２８の
うちの１つ以上を含む。いくつかの実装において、ＵＥオペレーション・モジュール１２
４は、物理（ＰＨＹ：ｐｈｙｓｉｃａｌ）エンティティ、ＭＡＣエンティティ、ＲＬＣエ
ンティティ、ＰＤＣＰエンティティおよびＲＲＣエンティティを含む。
【００４０】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、ＭＣＧ１５５およびＳＣＧ１５７の無線リ
ソースを効率的に利用する利益を提供する。ＳＣＧ１５７が追加されたとき、２つのセル
グループが設定される。一方のセルグループがＭＣＧ１５５であり、他方がＳＣＧ１５７
である。ＭＣＧ１５５は、ＲＲＣメッセージを交換するためのシグナリング無線ベアラ（
ＳＲＢ：ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｒａｄｉｏ　ｂｅａｒｅｒ）を提供する。ＳＣＧ１５７は
、ＭＣＧ１５５経由で追加される。ＭＣＧ１５５は、ＵＥ１０２とマスターｅＮＢ（Ｍｅ
ＮＢ）１６０との間の無線接続を提供する。ＳＣＧ１５７は、ＵＥ１０２とセカンダリｅ
ＮＢ（ＳｅＮＢ）１６０との間の無線接続を提供する。
【００４１】
　ＵＥ　ＳＣＧ追加／修正モジュール１２６は、ＳＣＧ設定パラメータを含むＲＲＣ接続
再設定（ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎとも呼ばれる）メ
ッセージを受信する。一実装において、ＵＥ　ＳＣＧ追加／修正モジュール１２６は、Ｓ
ＣＧ１５７の追加または修正のためのマスターｅＮＢ（ＭｅＮＢ）１６０からのＲＲＣ接
続再設定メッセージを受信する。ＭｅＮＢ１６０は、ＵＥ１０２へＲＲＣ接続再設定メッ
セージを送信することによって、ＵＥ　ＳＣＧ追加／修正モジュール１２６がＳＣＧ１５
７の新しい無線リソース構成を適用するようにトリガする。
【００４２】
　ＳＣＧ設定パラメータは、ＳＣＧ１５７におけるセルのためのキャリア周波数、ＳＣＧ
１５７におけるセルに関する物理セル・アイデンティティ、ＳＣＧ１５７に関する共通無
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線リソース構成（ＲａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎ）情報要素、Ｓ
ＣＧ１５７に関するｎｅｗＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙ情報、ＳＣＧ１５７に関するランダム
アクセスチャネル（ＲＡＣＨ：ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｈａｎｎｅｌ）－Ｃｏｎ
ｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ情報要素、およびＳＣＧ１５７に関するＲａｄｉｏＲｅｓｏｕ
ｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ情報要素のうちのすべて、いくつか、または少な
くとも１つを含みうる。ＲａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎ情報要素
は、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｒａｎｄｏｍ　ａ
ｃｃｅｓｓ　ｃｈａｎｎｅｌ）構成、ＰＵＳＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎ、ＰＤＳＣ
Ｈ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎ、およびＰＵＣＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎのうちの
すべて、いくつか、または少なくとも１つを含みうる。ＲａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏ
ｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ情報要素は、ＤＲＢ設定（ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓ
ｔ）、ＭＡＣ主要構成（ｍａｃ－ＭａｉｎＣｏｎｆｉｇ）および専用物理構成（ｐｈｙｓ
ｉｃａｌＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ）のうちのすべて、いくつか、または少なくと
も１つを含みうる。
【００４３】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージは、ＳＣＧ設定パラメータがＤＲＢ設定を含まない構造を
有しうる。ＤＲＢは、ＵＥ１０２とｅＮＢ１６０との間でイボルブド・パケット・システ
ム（ＥＰＳ）ベアラのパケットを伝送する。ＭｅＮＢ１６０上で確立されたＤＲＢは、Ｓ
ＣＧ１５７と関連付けられる。留意すべきは、ＤＲＢ設定がパケットデータコンバージェ
ンスプロトコル（ＰＤＣＰ）設定、無線リンク制御（ＲＬＣ）設定、論理チャネル構成、
論理チャネル・アイデンティティおよび／またはＥＰＳベアラ・アイデンティティのうち
のすべて、いくつか、または少なくとも１つを含みうることである。留意すべきは、ＤＲ
Ｂ設定がＤＲＢ確立、ＤＲＢ再確立、ＤＲＢセットアップ、新しいＤＲＢ設定および／ま
たはＤＲＢ再設定を意味することである。
【００４４】
　ＵＥ　ＳＣＧ追加／修正モジュール１２６は、ＲＲＣ接続再設定メッセージを受信した
ことに応答してＲＲＣ接続再設定手順を行う。ＵＥ　ＳＣＧ追加／修正モジュール１２６
は、ＳＣＧ１５７の新しい無線リソース構成を適用し始める。言い換えれば、ＲＲＣ接続
再設定メッセージの受信の際に、ＲＲＣ接続再設定メッセージがＳＣＧ１５７の追加また
は修正のためのＳＣＧ設定パラメータを含む場合、ＵＥ　ＳＣＧ追加／修正モジュール１
２６は、ＲＲＣ接続再設定手順を行うかまたは継続する。留意すべきは、ＲＲＣ接続再設
定メッセージの受信自体がＲＲＣ接続再設定手順の一部であると見做されてもよいことで
ある。
【００４５】
　ＲＲＣ接続再設定手順は、図１０に関連して以下に記載されるように、ＳＣＧ設定パラ
メータに基づいてＳＣＧ１５７を追加することを含みうる。ＲＲＣ接続再設定手順は、図
１１に関連して以下に記載されるように、ＳＣＧ設定パラメータに基づいて確立されたＳ
ＣＧ１５７を修正することも含みうる。
【００４６】
　ＳＣＧ設定パラメータがＤＲＢ設定を含まないため、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、ＳＣＧ１５７
が追加されたときにのみ無線ベアラ（ＲＢ）の確立が含まれるのを保証することに留意す
べきである。それゆえに、ＳＣＧ１５７上でＲＢ確立を伴わないＳＣＧ１５７の追加が行
われてもよい。
【００４７】
　ＵＥ　ＳＣＧ追加／修正モジュール１２６は、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージを送信
する。ＵＥ　ＳＣＧ追加／修正モジュール１２６は、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージを
ＭｅＮＢ１６０へ送信する。ＲＲＣ接続再設定完了メッセージは、ＵＥ１０２によるＲＲ
Ｃ接続再設定の完了をＭｅＮＢ１６０に示す。ＲＲＣ接続再設定完了メッセージは、さら
に、ＵＥ１０２によるＳＣＧ１５７の追加または修正の完了をＭｅＮＢ１６０および／ま
たは（ＭｅＮＢ１６０を通じて）ＳｅＮＢ１６０に示してもよい。ＲＲＣ接続再設定完了
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メッセージの一部がＭｅＮＢ１６０からＳｅＮＢ１６０へ転送されてもよい。
【００４８】
　一実装において、ＵＥ　ＳＣＧ追加／修正モジュール１２６は、第２のｅＮＢ（例えば
、ＳｅＮＢ）１６０へのランダムアクセス手順の結果に関する情報を含むＲＲＣ接続再設
定完了メッセージを生成する。ＵＥ　ＳＣＧ追加／修正モジュール１２６は、ランダムア
クセス手順をＳｅＮＢ１６０とともにＲＲＣ接続再設定手順の一部として行ってもよい。
ランダムアクセス手順に成功した場合、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージは、ＳＣＧ１５
７上でのランダムアクセス成功に関する情報を含みうる。ランダムアクセス手順がある時
間間隔後に首尾よく完了されない場合には、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージは、ＳＣＧ
１５７上でのランダムアクセス失敗に関する情報を含みうる。ＵＥ　ＳＣＧ追加／修正モ
ジュール１２６は、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージを第１のｅＮＢ（例えば、ＭｅＮＢ
）１６０へ送信する。
【００４９】
　ＵＥ　ＤＲＢ再マッピング・モジュール１２８は、ＭＣＧ１５５上で確立されたＤＲＢ
をＳＣＧ１５７へ再マッピングする。上記のように、ＲＲＣ接続再設定メッセージは、Ｓ
ＣＧ１５７の修正のためのＳＣＧ設定パラメータを含みうる。一実装において、ＳＣＧ１
５７の修正のためのＳＣＧ設定パラメータは、ＤＲＢ設定を含みうる。ＤＲＢ設定は、Ｍ
ＣＧ１５５上で確立されたＤＲＢをＳＣＧ１５７へ再マッピングするためのＤＲＢ設定パ
ラメータを含みうる。ＤＲＢ設定パラメータは、ＰＤＣＰ設定、ＲＬＣ設定、論理チャネ
ル構成、論理チャネル・アイデンティティおよび／またはＥＰＳベアラ・アイデンティテ
ィのうちのすべて、いくつか、または少なくとも１つを含みうる。
【００５０】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージを受信すると、ＵＥ　ＤＲＢ再マッピング・モジュール１
２８は、新しい設定を適用する（すなわち、ＲＲＣ接続再設定メッセージを受信すると、
ＵＥ　ＤＲＢ再マッピング・モジュール１２８は、ＲＲＣ接続再設定手順を開始する）。
一実装において、ＲＲＣ接続再設定メッセージの受信の際に、ＲＲＣ接続再設定メッセー
ジがＳＣＧ１５７の修正のためのＳＣＧ設定パラメータを含む場合、ＵＥ１０２は、ＲＲ
Ｃ接続再設定手順を行うかまたは継続する。
【００５１】
　ＵＥ　ＤＲＢ再マッピング・モジュール１２８は、ＭＣＧ１５５上で確立されたＰＤＣ
ＰをＳＣＧ１５７へ再マッピングする。ＭＣＧ１５５上で確立されたＤＲＢに関して、Ｕ
Ｅ　ＤＲＢ再マッピング・モジュール１２８は、ＰＤＣＰをＳＣＧ１５７へ関連付ける（
例えば、再マッピングする）。ＵＥ　ＤＲＢ再マッピング・モジュール１２８は、次に、
ＳＣＧ１５７上でＰＤＣＰを再確立する。
【００５２】
　ＵＥ　ＤＲＢ再マッピング・モジュール１２８は、ＭＣＧ１５５上で確立されたＲＬＣ
をＳＣＧ１５７へ再マッピングする。ＭＣＧ１５５上で確立されたＤＲＢに関して、ＵＥ
　ＤＲＢ再マッピング・モジュール１２８は、ＲＬＣをＳＣＧ１５７へ関連付ける。ＵＥ
　ＤＲＢ再マッピング・モジュール１２８は、次に、ＳＣＧ１５７上でＲＬＣを再確立す
る。ＰＤＣＰ再確立およびＲＬＣ再確立を行うことによって、ＵＥ１０２は、ＳＣＧ１５
７上でＤＲＢを再開する。
【００５３】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、情報１４８を１つ以上の受信機１２０に提
供する。例えば、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、ＲＲＣ接続再設定メッセー
ジに基づいて、送信をいつ受信すべきか、またはいつ受信すべきでないかを受信機（単数
または複数）１２０に通知する。
【００５４】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、情報１３８を復調器１１４に提供する。例
えば、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、ｅＮＢ１６０からの送信に予想される
変調パターンを復調器１１４に通知する。
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【００５５】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、情報１３６をデコーダ１０８に提供する。
例えば、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、ｅＮＢ１６０からの送信に予想され
る符号化法をデコーダ１０８に通知する。
【００５６】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、情報１４２をエンコーダ１５０に提供する
。情報１４２は、符号化すべきデータおよび／または符号化に関する命令を含みうる。例
えば、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、送信データ１４６および／または他の
情報１４２を符号化するようにエンコーダ１５０に命令する。他の情報１４２は、ＭＣＧ
１５５上のＲＲＣ再設定完了メッセージを含みうる。
【００５７】
　エンコーダ１５０は、送信データ１４６および／またはＵＥオペレーション・モジュー
ル１２４によって提供された他の情報１４２を符号化する。例えば、データ１４６および
／または他の情報１４２の符号化は、誤り検出および／または訂正符号化、送信のための
空間、時間および／または周波数リソースへのデータのマッピング、多重などを伴う。エ
ンコーダ１５０は、符号化データ１５２を変調器１５４へ供給する。
【００５８】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、情報１４４を変調器１５４に提供する。例
えば、ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、ｅＮＢ１６０への送信に用いるための
変調型（例えば、コンステレーション・マッピング）を変調器１５４に通知する。変調器
１５４は、１つ以上の変調信号１５６を１つ以上の送信機１５８へ供給するために符号化
データ１５２を変調する。
【００５９】
　ＵＥオペレーション・モジュール１２４は、情報１４０を１つ以上の送信機１５８に提
供する。この情報１４０は、１つ以上の送信機１５８に対する命令を含む。例えば、ＵＥ
オペレーション・モジュール１２４は、信号をｅＮＢ１６０へいつ送信すべきかを１つ以
上の送信機１５８に命令する。１つ以上の送信機１５８は、変調信号（単数または複数）
１５６を１つ以上のｅＮＢ１６０へアップコンバートして送信する。
【００６０】
　ｅＮＢ１６０は、１つ以上のトランシーバ１７６、１つ以上の復調器１７２、１つ以上
のデコーダ１６６、１つ以上のエンコーダ１０９、１つ以上の変調器１１３、１つ以上の
データバッファ１６２および１つ以上のｅＮＢオペレーション・モジュール１８２を含む
。例えば、ｅＮＢ１６０では１つ以上の受信および／または送信経路が実装される。便宜
上、ｅＮＢ１６０では単一のトランシーバ１７６、デコーダ１６６、復調器１７２、エン
コーダ１０９および変調器１１３のみが示されるが、複数の並列要素（例えば、トランシ
ーバ１７６、デコーダ１６６、復調器１７２、エンコーダ１０９および変調器１１３）が
実装されてもよい。
【００６１】
　トランシーバ１７６は、１つ以上の受信機１７８および１つ以上の送信機１１７を含む
。１つ以上の受信機１７８は、１つ以上のアンテナ１８０ａ～ｎを用いてＵＥ１０２から
信号を受信する。例えば、受信機１７８は、１つ以上の受信信号１７４を作り出すために
信号を受信してダウンコンバートする。１つ以上の受信信号１７４は、復調器１７２へ供
給される。１つ以上の送信機１１７は、１つ以上のアンテナ１８０ａ～ｎを用いて信号を
ＵＥ１０２へ送信する。例えば、１つ以上の送信機１１７は、１つ以上の変調信号１１５
をアップコンバートして送信する。
【００６２】
　復調器１７２は、１つ以上の復調信号１７０を作り出すために１つ以上の受信信号１７
４を復調する。１つ以上の復調信号１７０は、デコーダ１６６へ供給される。ｅＮＢ１６
０は、信号を復号するためにデコーダ１６６を用いる。デコーダ１６６は、１つ以上の復
号信号１６４、１６８を作り出す。例えば、第１のｅＮＢ復号信号１６４は、データバッ
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ファ１６２に記憶される、受信したペイロード・データを備える。第２のｅＮＢ復号信号
１６８は、オーバーヘッド・データおよび／または制御データを備える。例えば、第２の
ｅＮＢ復号信号１６８は、１つ以上のオペレーションを行うためにｅＮＢオペレーション
・モジュール１８２によって用いられるデータ（例えば、ＰＵＳＣＨ送信データ）を供給
する。
【００６３】
　一般に、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、ｅＮＢ１６０が１つ以上のＵＥ
１０２と通信することを可能にする。ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、ｅＮ
Ｂ　ＳＣＧ追加／修正モジュール１９６およびｅＮＢ　ＤＲＢ再マッピング・モジュール
１９８のうちの１つ以上を含む。ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、ＭＣＧ１
５５およびＳＣＧ１５７の無線リソースを効率的に利用する利益を提供する。ｅＮＢオペ
レーション・モジュール１８２は、ＰＨＹエンティティ、ＭＡＣエンティティ、ＲＬＣエ
ンティティ、ＰＤＣＰエンティティおよびＲＲＣエンティティを含みうる。
【００６４】
　ｅＮＢ　ＳＣＧ追加／修正モジュール１９６は、ＲＲＣ接続再設定メッセージをＵＥ１
０２へ送信する。ＲＲＣ接続再設定メッセージは、ＲＲＣ接続再設定手順の一部として送
信されてもよい。ＲＲＣ接続再設定手順は、ＳＣＧ１５７を追加または修正するために行
われる。
【００６５】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージは、セカンダリセルグループ（ＳＣＧ）設定パラメータを
含みうる。ＳＣＧ設定パラメータは、ＳＣＧ１５７の新しい無線リソース構成と関連付け
られた情報を含みうる。
【００６６】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージは、ＳＣＧ設定パラメータがＤＲＢ設定を含まない構造を
有しうる。ＳＣＧ設定パラメータがＤＲＢ設定を含まないため、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、ＳＣ
Ｇ１５７が追加されたときにのみ無線ベアラ（ＲＢ）の確立が含まれることを保証する。
それゆえに、ＳＣＧ１５７上でＲＢ確立を伴わないＳＣＧ１５７の追加が行われてもよい
。
【００６７】
　ｅＮＢ　ＳＣＧ追加／修正モジュール１９６は、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージを受
信する。ＲＲＣ接続再設定完了メッセージは、ＵＥ１０２によるＲＲＣ接続再設定の完了
をｅＮＢ１６０に示す。ＲＲＣ接続再設定完了メッセージは、さらに、ＵＥ１０２による
ＳＣＧ１５７の追加または修正の完了をｅＮＢ１６０に示してもよい。
【００６８】
　一実装において、ＵＥ１０２は、第２のｅＮＢ（例えば、ＳｅＮＢ）１６０へのランダ
ムアクセス手順の結果に関する情報を含むＲＲＣ接続再設定完了メッセージを生成する。
ＵＥ１０２は、ランダムアクセス手順をＳｅＮＢ１６０とともにＲＲＣ接続再設定手順の
一部として行ってもよい。ランダムアクセス手順に成功した場合、ＲＲＣ接続再設定完了
メッセージは、ＳＣＧ１５７上でのランダムアクセス成功に関する情報を含みうる。ラン
ダムアクセス手順がある時間間隔後に首尾よく完了されない場合には、ＲＲＣ接続再設定
完了メッセージは、ＳＣＧ１５７上でのランダムアクセス失敗に関する情報を含みうる。
【００６９】
　ｅＮＢ　ＤＲＢ再マッピング・モジュール１９８は、ＵＥ１０２へ送信されるＲＲＣ接
続再設定メッセージを生成する。ｅＮＢ　ＤＲＢ再マッピング・モジュール１９８は、Ｕ
Ｅ１０２へＲＲＣ接続再設定メッセージを送信することによって、ＵＥ１０２がＳＣＧ１
５７の新しい無線リソース構成を適用するようにトリガする。
【００７０】
　ｅＮＢ　ＤＲＢ再マッピング・モジュール１９８によって生成されたＲＲＣ接続再設定
メッセージは、ＳＣＧ１５７の修正のためのＳＣＧ設定パラメータを含みうる。例えば、
ＳＣＧ１５７の修正のためのＳＣＧ設定パラメータは、ＤＲＢ設定を含みうる。ＤＲＢ設
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定は、ＭＣＧ１５５上で確立されたＤＲＢをＳＣＧ１５７へ再マッピングするためのＤＲ
Ｂ設定パラメータを含みうる。
【００７１】
　ｅＮＢ　ＤＲＢ再マッピング・モジュール１９８は、ＭＣＧ１５５上で確立されたＰＤ
ＣＰがＳＣＧ１５７へ再マッピングされるようにする。例えば、ｅＮＢ１６０からＲＲＣ
接続再設定メッセージを受信すると、ＵＥ１０２は、ＭＣＧ１５５上で確立されたＰＤＣ
ＰをＳＣＧ１５７へ再マッピングする。ｅＮＢ　ＤＲＢ再マッピング・モジュール１９８
は、さらに、ＰＤＣＰがＳＣＧ１５７上で再確立されるようにする。例えば、ＰＤＣＰを
ＳＣＧ１５７へ再マッピングすると、ＵＥ１０２は、次に、ＳＣＧ１５７上でＰＤＣＰを
再確立する。
【００７２】
　ｅＮＢ　ＤＲＢ再マッピング・モジュール１９８は、ＭＣＧ１５５上で確立されたＲＬ
ＣがＳＣＧ１５７へ再マッピングされるようにする。例えば、ｅＮＢ１６０からＲＲＣ接
続再設定メッセージを受信すると、ＵＥ１０２は、ＭＣＧ１５５上で確立されたＲＬＣを
ＳＣＧ１５７へ再マッピングする。ｅＮＢ　ＤＲＢ再マッピング・モジュール１９８は、
さらに、ＲＬＣがＳＣＧ１５７上で再確立されるようにする。例えば、ＲＬＣをＳＣＧ１
５７へ再マッピングすると、ＵＥ１０２は、次に、ＲＬＣをＳＣＧ１５７上で再確立する
。
【００７３】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、情報１９０を１つ以上の受信機１７８に
提供する。例えば、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、ＲＲＣメッセージに基
づいて送信をいつ受信すべきか、またはいつすべきでないかを受信機（単数または複数）
１７８に通知する。
【００７４】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、情報１８８を復調器１７２に提供する。
例えば、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、ＵＥ（単数または複数）１０２か
らの送信に予想される変調パターンを復調器１７２に通知する。
【００７５】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、情報１８６をデコーダ１６６に提供する
。例えば、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、ＵＥ（単数または複数）１０２
からの送信に予想される符号化法をデコーダ１６６に通知する。
【００７６】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、情報１０１をエンコーダ１０９に提供す
る。情報１０１は、符号化すべきデータおよび／または符号化に関する命令を含む。例え
ば、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、送信データ１０５および／または他の
情報１０１を符号化するようにエンコーダ１０９に命令する。
【００７７】
　一般に、ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、ｅＮＢ１６０が１つ以上のネッ
トワークノード（例えばモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａ
ｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔｉｔｙ）、在圏ゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ：ｓｅｒｖｉｎｇ　ｇ
ａｔｅｗａｙ）、ｅＮＢ）と通信することを可能にする。ｅＮＢオペレーション・モジュ
ール１８２は、さらに、ＵＥ１０２へシグナリングされることになるＲＲＣ接続再設定メ
ッセージを生成する。ＲＲＣ接続再設定メッセージは、ＳＣＧ１５７の追加修正のための
ＳＣＧ設定パラメータを含んでも、含まなくてもよい。ｅＮＢオペレーション・モジュー
ル１８２は、ＵＥ１０２へシグナリングされることになるＲＲＣ接続再設定メッセージを
他のｅＮＢ１６０へ送信してもよい。例えば、他のｅＮＢ１６０がＳＣＧ１５７の追加ま
たは修正のためのＳＣＧ設定パラメータをコンテナとしてｅＮＢ１６０から受信してもよ
い。ｅＮＢ１６０は、受信したコンテナを含むＲＲＣ接続再設定メッセージを生成して、
そのＲＲＣ接続再設定メッセージをＵＥ１０２へ送信してもよい。ｅＮＢ１６０は、受信
したコンテナに含まれるＲＲＣ接続再設定メッセージを単に送信してもよい。
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【００７８】
　エンコーダ１０９は、送信データ１０５および／またはｅＮＢオペレーション・モジュ
ール１８２によって提供された他の情報１０１を符号化する。例えば、データ１０５およ
び／または他の情報１０１の符号化は、誤り検出および／または訂正符号化、送信のため
の空間、時間および／または周波数リソースへのデータのマッピング、多重などを伴う。
エンコーダ１０９は、符号化データ１１１を変調器１１３へ供給する。送信データ１０５
は、ＵＥ１０２へ伝えられることになるネットワークデータを含む。
【００７９】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、情報１０３を変調器１１３に提供する。
この情報１０３は、変調器１１３に対する命令を含む。例えば、ｅＮＢオペレーション・
モジュール１８２は、ＵＥ（単数または複数）１０２への送信に用いるための変調型（例
えば、コンステレーション・マッピング）を変調器１１３に通知する。変調器１１３は、
１つ以上の変調信号１１５を１つ以上の送信機１１７へ供給するために符号化データ１１
１を変調する。
【００８０】
　ｅＮＢオペレーション・モジュール１８２は、情報１９２を１つ以上の送信機１１７に
提供する。この情報１９２は、１つ以上の送信機１１７に対する命令を含む。例えば、ｅ
ＮＢオペレーション・モジュール１８２は、信号をＵＥ（単数または複数）１０２へいつ
送信すべきか（またはいつすべきでないか）を１つ以上の送信機１１７に命令する。１つ
以上の送信機１１７は、変調信号（単数または複数）１１５を１つ以上のＵＥ１０２へア
ップコンバートして送信する。
【００８１】
　留意すべきは、ｅＮＢ（単数または複数）１６０およびＵＥ（単数または複数）１０２
に含まれる要素またはその部分の１つ以上がハードウェアで実装されてもよいことである
。例えば、これらの要素またはその部分の１つ以上は、チップ、回路素子またはハードウ
ェア・コンポーネントなどとして実装されてもよい。同様に留意すべきは、本明細書に記
載される機能または方法の１つ以上がハードウェアで実装されてもよく、および／または
ハードウェアを用いて行われてもよいことである。例えば、本明細書に記載される方法の
１つ以上は、チップセット、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ：ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ
－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、大規模集積回路（ＬＳ
Ｉ：ｌａｒｇｅ－ｓｃａｌｅ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）または集積回路
などで実装されてもよく、および／またはそれらを用いて実現されてもよい。
【００８２】
　図２は、ＵＥ１０２によってＲＲＣメッセージを受信するための方法２００の一実装を
示すフロー図である。デュアル接続性においては、ＳＣＧ１５７の追加および修正のため
のＲＲＣ手順が定義される。ＭＣＧ１５５とＳＣＧ１５７との間の効率的なＤＲＢ再設定
を達成するためには、効率的なメッセージ交換が必要とされる。ＲＲＣ接続再設定手順は
、ＲＲＣ接続を修正するために用いられてもよい。例えば、ＲＲＣ接続再設定手順は、無
線ベアラ（ＲＢ）を確立、修正または解除するため；ハンドオーバを行うため；測定をセ
ットアップ、修正または解除するため；セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）を追加、修正、ま
たは解除するため；およびＳＣＧ１５７を追加、修正、または解除するために用いられて
もよい。ＲＲＣ接続再設定手順の一部として、非アクセス層（ＮＡＳ：ｎｏｎ－ａｃｃｅ
ｓｓ　ｓｔｒａｔｕｍ）専用情報がＥ－ＵＴＲＡＮからＵＥ１０２へ転送されてもよい。
【００８３】
　ＵＥ１０２は、ＳＣＧ設定パラメータを含むＲＲＣ接続再設定（ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔ
ｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）メッセージを受信する（ステップ２０２）。Ｒ
ＲＣ接続再設定メッセージは、ｅＮＢ１６０から受信される（ステップ２０２）。一実装
において、ＵＥ１０２は、ＳＣＧ１５７の追加または修正のためのマスターｅＮＢ（Ｍｅ
ＮＢ）１６０からのＲＲＣ接続再設定メッセージを受信する（ステップ２０２）。ＳＣＧ
１５７の追加または修正手順は、セカンダリｅＮＢ（ＳｅＮＢ）１６０と関連付けられた
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無線リソースを追加または修正することを含みうる。ＭｅＮＢ１６０は、ＲＲＣ接続再設
定メッセージをＵＥ１０２へ送信することによって、ＵＥ１０２がＳＣＧ１５７の新しい
無線リソース構成を適用するようにトリガする。
【００８４】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージは、ＤＲＢ設定を含んでも、含まなくてもよい。一実装に
おいて、ＲＲＣ接続再設定メッセージは、ＳＣＧ設定パラメータがＤＲＢ設定を含まない
構造を有しうる。別の実装では、ＲＲＣ接続再設定メッセージは、ＳＣＧ設定パラメータ
がＤＲＢ設定を含む構造を有しうる。
【００８５】
　ＤＲＢは、ＵＥ１０２とｅＮＢ１６０との間でＥＰＳベアラのパケットを伝送する。Ｍ
ｅＮＢ１６０上で確立されたＤＲＢは、ＳＣＧ１５７と関連付けられる。留意すべきは、
ＤＲＢ設定がＰＤＣＰ設定、ＲＬＣ設定、論理チャネル構成、論理チャネル・アイデンテ
ィティおよび／またはＥＰＳベアラ・アイデンティティのうちのすべて、いくつか、また
は少なくとも１つを含みうることである。留意すべきは、ＤＲＢ設定がＤＲＢ確立、ＤＲ
Ｂ再確立、ＤＲＢセットアップ、新しいＤＲＢ設定および／またはＤＲＢ再設定を意味す
ることである。
【００８６】
　ＵＥ１０２は、ＲＲＣ接続再設定メッセージを受信したことに応答してＲＲＣ接続再設
定手順を行う（ステップ２０４）。ＵＥ１０２は、ＳＣＧ１５７の新たな無線リソース構
成を適用し始める。言い換えれば、ＲＲＣ接続再設定メッセージの受信の際に、ＲＲＣ接
続再設定メッセージがＳＣＧ１５７の追加または修正のためのＳＣＧ設定パラメータを含
む場合、ＵＥ１０２は、ＲＲＣ接続再設定手順を行うかまたは継続する。
【００８７】
　ＲＲＣ接続再設定手順は、ＳＣＧ設定パラメータに基づいてＳＣＧ１５７を追加するこ
とを含みうる。これは、図１０に関連して以下に記載されるように達成される。ＲＲＣ接
続再設定手順は、ＳＣＧ設定パラメータに基づいて確立されたＳＣＧ１５７を修正するこ
とも含みうる。これは、図１１に関連して以下に記載されるように達成される。
【００８８】
　ＳＣＧ設定パラメータがＤＲＢ設定を含まないため、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、ＳＣＧ１５７
が追加されたときにのみ無線ベアラ（ＲＢ）の確立が含まれるのを保証することに留意す
べきである。それゆえに、ＳＣＧ１５７上でＲＢ確立を伴わないＳＣＧ１５７の追加が行
われてもよい。
【００８９】
　ＵＥ１０２は、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージを送信する（ステップ２０６）。例え
ば、ＵＥ　１０２は、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージをＭｅＮＢ１６０へ送信する（ス
テップ２０６）。ＲＲＣ接続再設定完了メッセージは、ＵＥ１０２によるＲＲＣ接続再設
定の完了をＭｅＮＢ１６０に示す。ＲＲＣ接続再設定完了メッセージは、さらに、ＵＥ１
０２によるＳＣＧ１５７の追加または修正の完了をＭｅＮＢ１６０および／または（Ｍｅ
ＮＢ１６０を通じて）ＳｅＮＢ１６０に示してもよい。
【００９０】
　一実装において、ＵＥ１０２は、第２のｅＮＢ（例えば、ＳｅＮＢ）１６０へのランダ
ムアクセス手順の結果に関する情報を含むＲＲＣ接続再設定完了メッセージを生成する。
ＵＥ１０２は、ランダムアクセス手順をＳｅＮＢ１６０とともにＲＲＣ接続再設定手順の
一部として行ってもよい。ランダムアクセス手順に成功した場合、ＲＲＣ接続再設定完了
メッセージは、ＳＣＧ１５７上でのランダムアクセス成功に関する情報を含みうる。ラン
ダムアクセス手順がある時間間隔後に首尾よく完了されない場合には、ＲＲＣ接続再設定
完了メッセージは、ＳＣＧ１５７上でのランダムアクセス失敗に関する情報を含みうる。
ＵＥ１０２は、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージを第１のｅＮＢ（例えば、ＭｅＮＢ）１
６０へ送信する。
【００９１】
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　図３は、ｅＮＢ１６０によってＲＲＣメッセージを送信するための方法３００の一実装
を示すフロー図である。ＲＲＣメッセージは、デュアル接続性オペレーションの一部であ
ってもよい。特に、ＲＲＣメッセージは、ＲＲＣ接続再設定手順の一部であるＲＲＣ接続
再設定（ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）メッセージであ
ってもよい。ｅＮＢ１６０は、ＭｅＮＢ１６０であってもよい。ＲＲＣ接続再設定手順は
、ＳＣＧ１５７を追加または修正するために行われる。ＳＣＧ１５７の追加または修正手
順は、ＳｅＮＢ１６０と関連付けられた無線リソースを追加または修正することを含みう
る。
【００９２】
　ｅＮＢ１６０は、ＲＲＣ接続再設定メッセージを送信する（ステップ３０２）。ｅＮＢ
１６０は、ＲＲＣ接続再設定メッセージをＵＥ１０２へ送信する（ステップ３０２）。
【００９３】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージは、ＳＣＧ設定パラメータを含みうる。ＳＣＧ設定パラメ
ータは、ＳＣＧ１５７の新しい無線リソース構成と関連付けられた情報を含みうる。
【００９４】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージは、ＳＣＧ設定パラメータがＤＲＢ設定を含まない構造を
有しうる。ＳＣＧ設定パラメータがＤＲＢ設定を含まないため、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、ＳＣ
Ｇ１５７が追加されたときにのみ無線ベアラ（ＲＢ）の確立が含まれることを保証する。
それゆえに、ＳＣＧ１５７上でＲＢ確立を伴わないＳＣＧ１５７の追加が行われてもよい
。
【００９５】
　ｅＮＢ１６０は、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージを受信する（ステップ３０４）。Ｒ
ＲＣ接続再設定完了メッセージは、ＵＥ１０２によるＲＲＣ接続再設定の完了をＭｅＮＢ
１６０に示す。ＲＲＣ接続再設定完了メッセージは、さらに、ＵＥ１０２によるＳＣＧ１
５７の追加または修正の完了をＭｅＮＢ１６０および／または（ＭｅＮＢ１６０を通じて
）ＳｅＮＢ１６０に示してもよい。
【００９６】
　一実装において、ＵＥ１０２は、第２のｅＮＢ（例えば、ＳｅＮＢ）１６０へのランダ
ムアクセス手順の結果に関する情報を含むＲＲＣ接続再設定完了メッセージを生成する。
ＵＥ１０２は、ランダムアクセス手順をＳｅＮＢ１６０とともにＲＲＣ接続再設定手順の
一部として行ってもよい。ランダムアクセス手順に成功した場合、ＲＲＣ接続再設定完了
メッセージは、ＳＣＧ１５７上でのランダムアクセス成功に関する情報を含みうる。ラン
ダムアクセス手順がある時間間隔後に首尾よく完了されない場合には、ＲＲＣ接続再設定
完了メッセージは、ＳＣＧ１５７上でのランダムアクセス失敗に関する情報を含みうる。
ＵＥ１０２は、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージを第１のｅＮＢ（例えば、ＭｅＮＢ）１
６０へ送信する。
【００９７】
　図４は、ＵＥ１０２によってＲＲＣメッセージを受信するための方法４００の別の実装
を示すフロー図である。方法４００は、ＳｅＮＢ修正手順（ＳＣＧ修正手順とも呼ばれる
）の一部として行われてもよい。
【００９８】
　ＵＥ１０２は、ＲＲＣ接続再設定（ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒ
ａｔｉｏｎ）メッセージをｅＮＢ１６０から受信する（ステップ４０２）。ＭｅＮＢ１６
０は、ＲＲＣ接続再設定メッセージをＵＥ１０２へ送信することによって、ＵＥ１０２が
ＳＣＧ１５７の新しい無線リソース構成を適用するようにトリガする。
【００９９】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージは、ＳＣＧ１５７の修正のためのＳＣＧ設定パラメータを
含みうる。言い換えれば、ＲＲＣ接続再設定メッセージは、ＳＣＧ設定パラメータがＤＲ
Ｂ設定を含むケースと、ＳＣＧ設定パラメータがＤＲＢ設定を含まないケースとの間で切
り替えるための構造を有しうる。例えば、ＳＣＧ１５７の修正のためのＳＣＧ設定パラメ
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ータは、ＤＲＢ設定を含みうる。ＤＲＢ設定は、ＭＣＧ１５５上で確立されたＤＲＢをＳ
ＣＧ１５７へ再マッピングするためのＤＲＢ設定パラメータを含みうる。ＤＲＢ設定パラ
メータは、ＰＤＣＰ設定、ＲＬＣ設定、論理チャネル構成、論理チャネル・アイデンティ
ティおよび／またはＥＰＳベアラ・アイデンティティのうちのすべて、いくつか、または
少なくとも１つを含みうる。
【０１００】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージを受信すると（ステップ４０２）、ＵＥ１０２は、新しい
設定を適用する（すなわち、ＲＲＣ接続再設定メッセージを受信すると、ＵＥ１０２は、
ＲＲＣ接続再設定手順を開始する）。言い換えれば、ＲＲＣ接続再設定メッセージの受信
の際に、ＲＲＣ接続再設定メッセージがＳＣＧ１５７の修正のためのＳＣＧ設定パラメー
タを含む場合、ＵＥ１０２は、ＲＲＣ接続再設定手順を行うかまたは継続する。
【０１０１】
　ＵＥ１０２は、ＭＣＧ１５５上で確立されたＰＤＣＰをＳＣＧ１５７へ再マッピングす
る（ステップ４０４）。ＭＣＧ１５５上で確立されたＤＲＢに関して、ＵＥ１０２は、Ｐ
ＤＣＰをＳＣＧ１５７へ関連付ける（例えば、再マッピングする）。ＵＥ１０２は、次に
、ＳＣＧ１５７上でＰＤＣＰを再確立する（ステップ４０６）。
【０１０２】
　ＵＥ１０２は、ＭＣＧ１５５上で確立されたＲＬＣをＳＣＧ１５７へ再マッピングする
（ステップ４０８）。ＭＣＧ１５５上で確立されたＤＲＢに関して、ＵＥ１０２は、ＲＬ
ＣをＳＣＧ１５７へ関連付ける。ＵＥ１０２は、次に、ＳＣＧ１５７上でＲＬＣを再確立
する（ステップ４１０）。ＰＤＣＰ再確立およびＲＬＣ再確立を行うことによって、ＵＥ
１０２は、ＳＣＧ１５７上でＤＲＢを再開する。
【０１０３】
　図５は、ｅＮＢ１６０によってＲＲＣメッセージを送信するための方法５００の別の実
装を示すフロー図である。方法５００は、ＳｅＮＢ修正手順（ＳＣＧ修正手順とも呼ばれ
る）の一部として行われてもよい。
【０１０４】
　ｅＮＢ１６０は、ＲＲＣ接続再設定メッセージをＵＥ１０２へ送信する（ステップ５０
２）。一実装において、ｅＮＢ１６０は、ＭｅＮＢ１６０であってもよい。ｅＮＢ１６０
は、ＲＲＣ接続再設定メッセージをＵＥ１０２へ送信すること（ステップ５０２）によっ
て、ＵＥ１０２がＳＣＧ１５７の新しい無線リソース構成を適用するようにトリガする。
【０１０５】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージは、ＳＣＧ１５７の修正のためのＳＣＧ設定パラメータを
含みうる。言い換えれば、ＲＲＣ接続再設定メッセージは、ＳＣＧ設定パラメータがＤＲ
Ｂ設定を含むケースと、ＳＣＧ設定パラメータがＤＲＢ設定を含まないケースとの間で切
り替えるための構造を有しうる。例えば、ＳＣＧ１５７の修正のためのＳＣＧ設定パラメ
ータは、ＤＲＢ設定を含みうる。ＤＲＢ設定は、ＭＣＧ１５５上で確立されたＤＲＢをＳ
ＣＧ１５７へ再マッピングするためのＤＲＢ設定パラメータを含みうる。ＤＲＢ設定パラ
メータは、ＰＤＣＰ設定、ＲＬＣ設定、論理チャネル構成、論理チャネル・アイデンティ
ティおよび／またはＥＰＳベアラ・アイデンティティのうちのすべて、いくつか、または
少なくとも１つを含みうる。
【０１０６】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージを受信すると、ＵＥ１０２は、新しい設定を適用する（す
なわち、ＲＲＣ接続再設定メッセージを受信すると、ＵＥ１０２は、ＲＲＣ接続再設定手
順を開始する）。言い換えれば、ＲＲＣ接続再設定メッセージの受信の際に、ＲＲＣ接続
再設定メッセージがＳＣＧ１５７の修正のためのＳＣＧ設定パラメータを含む場合、ＵＥ
１０２は、ＲＲＣ接続再設定手順を行うかまたは継続する。
【０１０７】
　ｅＮＢ１６０は、ＭＣＧ１５５上で確立されたＰＤＣＰがＳＣＧ１５７へ再マッピング
されるようにする（ステップ５０４）。ｅＮＢ１６０からＲＲＣ接続再設定メッセージを
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受信すると、ＵＥ１０２は、ＭＣＧ１５５上で確立されたＰＤＣＰをＳＣＧ１５７へ再マ
ッピングする。ＭＣＧ１５５上で確立されたＤＲＢに関して、ＵＥ１０２は、ＰＤＣＰを
ＳＣＧ１５７へ関連付ける（例えば、再マッピングする）。
【０１０８】
　ｅＮＢ１６０は、ＰＤＣＰがＳＣＧ１５７上で再確立されるようにする（ステップ５０
６）。例えば、ＰＤＣＰをＳＣＧ１５７へ再マッピングすると、ＵＥ１０２は、次に、Ｓ
ＣＧ１５７上でＰＤＣＰを再確立する。
【０１０９】
　ｅＮＢ１６０は、ＭＣＧ１５５上で確立されたＲＬＣがＳＣＧ１５７へ再マッピングさ
れるようにする（ステップ５０８）。ｅＮＢ１６０からＲＲＣ接続再設定メッセージを受
信すると、ＵＥ１０２は、ＭＣＧ１５５上で確立されたＲＬＣをＳＣＧ１５７へ再マッピ
ングする。ＭＣＧ１５５上で確立されたＤＲＢに関して、ＵＥ１０２は、ＲＬＣをＳＣＧ
１５７へ関連付ける。
【０１１０】
　ｅＮＢ１６０は、ＲＬＣがＳＣＧ１５７上で再確立されるようにする（ステップ５１０
）。例えば、ＲＬＣをＳＣＧ１５７へ再マッピングすると、ＵＥ１０２は、次に、ＲＬＣ
をＳＣＧ１５７上で再確立する。
【０１１１】
　図６は、デュアル接続性オペレーションのためのシステムおよび方法が実装されたＥ－
ＵＴＲＡＮアーキテクチャ６２１の構成を示すブロック図である。図６に関連して記載さ
れるＵＥ６０２は、図１に関連して記載されたＵＥ１０２に従って実装される。図６に関
連して記載されるｅＮＢ６６０ａ～ｂは、図１に関連して記載されたｅＮＢ１６０に従っ
て実装される。
【０１１２】
　マルチ接続性のためのＥ－ＵＴＲＡＮアーキテクチャ６２１は、デュアル接続性をＵＥ
６０２に提供するＥ－ＵＴＲＡＮアーキテクチャの一例である。この構成では、ＵＥ６０
２は、Ｕｕインターフェース６３９およびＵｕｘインターフェース６４１経由でＥ－ＵＴ
ＲＡＮ６３３に接続する。Ｅ－ＵＴＲＡＮ６３３は、第１のｅＮＢ６６０ａおよび第２の
ｅＮＢ６６０ｂを含む。ｅＮＢ６６０ａ～ｂは、Ｅ－ＵＴＲＡユーザプレーン（ＰＤＣＰ
／ＲＬＣ／ＭＡＣ／ＰＨＹ）および制御プレーン（ＲＲＣ）プロトコル終端をＵＥ６０２
に提供する。ｅＮＢ６６０ａ～ｂは、Ｘ２インターフェース６３７によって相互接続され
る。Ｓ１インターフェース６２９、６３１は、ＭＭＥ６３４、在圏ゲートウェイ６２７と
ｅＮＢ６６０ａ～ｂとの間の多対多関係をサポートする。第１のｅＮＢ（例えば、ＭｅＮ
Ｂ）６６０ａおよび第２のｅＮＢ（例えば、ＳｅＮＢ）６６０ｂは、Ｓ１－ＭＭＥ６２９
および／またはＸ２インターフェース６３７と同じであってもなくてもよい１つ以上のＸ
インターフェース６３５によっても相互接続される。
【０１１３】
　ｅＮＢ６６０は、様々な機能をホスティングする。例えば、ｅＮＢ６６０は、無線リソ
ース管理のための機能（例えば、無線ベアラ制御、無線受付制御、接続モビリティ制御、
上りリンクおよび下りリンクの両方（のスケジューリング）におけるリソースのＵＥ６０
２への動的アロケーション）をホスティングする。ｅＮＢ６６０は、ユーザデータストリ
ームのＩＰヘッダ圧縮および暗号化；ＵＥ６０２によって提供された情報からＭＭＥ６３
４へのルーティングを確定できないときのＵＥ６０２のアタッチメントにおけるＭＭＥ６
３４の選択；ならびにユーザプレーン・データの在圏ゲートウェイ６２７へのルーティン
グも行う。加えて、ｅＮＢ６６０は、（ＭＭＥ６３４から生じた）ページング・メッセー
ジのスケジューリングおよび送信；（ＭＭＥまたは運用保守（Ｏ＆Ｍ：ｏｐｅｒａｔｉｏ
ｎ　ａｎｄ　ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ）から生じた）ブロードキャスト情報のスケジュー
リングおよび送信；モビリティおよびスケジューリングに関する測定ならびに測定報告設
定；および（ＭＭＥ６３４から生じた）（地震および津波警報システム（ＥＴＷＳ：ｅａ
ｒｔｈｑｕａｋｅ　ａｎｄ　ｔｓｕｎａｍｉ　ｗａｒｎｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）ならびに
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商用携帯警報システム（ＣＭＡＳ：ｃｏｍｍｅｒｃｉａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ａｌｅｒｔ　
ｓｙｓｔｅｍ）を含む）公衆警報システム（ＰＷＳ：ｐｕｂｌｉｃ　ｗａｒｎｉｎｇ　ｓ
ｙｓｔｅｍ）メッセージのスケジューリングおよび送信を行う。ｅＮＢ６６０は、さらに
、上りリンクでのクローズド・サブスクライバ・グループ（ＣＳＧ：ｃｌｏｓｅｄ　ｓｕ
ｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｇｒｏｕｐ）処理およびトランスポートレベルのパケット・マーキン
グを行う。
【０１１４】
　ＭＭＥ６３４は、様々な機能をホスティングする。例えば、ＭＭＥ６３４は、非アクセ
ス層（ＮＡＳ）シグナリング；ＮＡＳシグナリング・セキュリティ；アクセス層（ＡＳ：
ａｃｃｅｓｓ　ｓｔｒａｔｕｍ）セキュリティ制御；３ＧＰＰアクセス・ネットワーク間
モビリティに関するコアネットワーク（ＣＮ：ｃｏｒｅ　ｎｅｔｗｏｒｋ）ノード間シグ
ナリング；ならびに（ページング再送信の制御および実行を含む）アイドルモードＵＥリ
ーチャビリティを行う。ＭＭＥ６３４は、（アイドルおよびアクティブモードにおけるＵ
Ｅ６０２に対する）トラッキングエリア・リスト管理；パケットデータ・ネットワーク・
ゲートウェイ（ＰＤＮ　ＧＷ：ｐａｃｋｅｔ　ｄａｔａ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｇａｔｅｗａ
ｙ）およびＳ－ＧＷ選択；ＭＭＥ６３４変更を伴うハンドオーバのためのＭＭＥ６３４選
択；ならびに２Ｇまたは３Ｇ　３ＧＰＰアクセス・ネットワークへのハンドオーバのため
の在圏ＧＰＲＳサポート・ノード（ＳＧＳＮ：Ｓｅｒｖｉｎｇ　ＧＰＲＳ　Ｓｕｐｐｏｒ
ｔ　Ｎｏｄｅ）選択も行う。加えて、ＭＭＥ６３４は、ローミング、認証、および（専用
ベアラ確立を含む）ベアラ管理機能をホスティングする。ＭＭＥ６３４は、（ＥＴＷＳお
よびＣＭＡＳを含む）ＰＷＳメッセージ送信にサポートを提供し、随意的にページング最
適化を行う。
【０１１５】
　Ｓ－ＧＷ６２７は、以下の機能もホスティングする。Ｓ－ＧＷ６２７は、ｅＮＢ６６０
間ハンドオーバのためのローカル・モビリティ・アンカーポイントをホスティングする。
Ｓ－ＧＷ６２７は、３ＧＰＰ間モビリティに関するモビリティ・アンカリング；Ｅ－ＵＴ
ＲＡＮアイドルモード下りリンク・パケット・バッファリングおよびネットワークにより
トリガされるサービス・リクエスト手順の開始；合法的傍受；ならびにパケット・ルーテ
ィングおよびフォワーディングを行う。Ｓ－ＧＷ６２７は、上りリンクおよび下りリンク
でのトランスポートレベルのパケット・マーキング；事業者間課金のためのユーザおよび
ＱｏＳクラス識別子（ＱＣＩ：ＱｏＳ　Ｃｌａｓｓ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）粒度に対す
るアカウンティング；ならびにＵＥ６０２、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ：ｐａ
ｃｋｅｔ　ｄａｔａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）およびＱＣＩごとの上りリンク（ＵＬ：ｕｐｌｉ
ｎｋ）および下りリンク（ＤＬ：ｄｏｗｎｌｉｎｋ）課金も行う。
【０１１６】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮ６３３の無線プロトコル・アーキテクチャは、ユーザプレーンおよび制
御プレーンを含む。ユーザプレーン・プロトコルスタックは、ＰＤＣＰ、ＲＬＣ、ＭＡＣ
およびＰＨＹサブレイヤを含む。（ネットワーク上のｅＮＢ６６０ａで終端された）ＰＤ
ＣＰ、ＲＬＣ、ＭＡＣおよびＰＨＹサブレイヤは、ユーザプレーンのための機能（例えば
、ヘッダ圧縮、暗号化、スケジューリング、ＡＲＱおよびＨＡＲＱ）を行う。ＰＤＣＰエ
ンティティは、ＰＤＣＰサブレイヤ内に位置する。ＲＬＣエンティティは、ＲＬＣサブレ
イヤ内に位置する。ＭＡＣエンティティは、ＭＡＣサブレイヤ内に位置する。ＰＨＹエン
ティティは、ＰＨＹサブレイヤ内に位置する。
【０１１７】
　制御プレーンは、制御プレーン・プロトコルスタックを含む。（ネットワーク側のｅＮ
Ｂ６６０ａで終端された）ＰＤＣＰサブレイヤは、制御プレーンのための機能（例えば、
暗号化およびインテグリティ・プロテクション）を行う。（ネットワーク側のｅＮＢで終
端された）ＲＬＣおよびＭＡＣサブレイヤは、ユーザプレーンの場合と同じ機能を行う。
（ネットワーク側のｅＮＢ６６０ａで終端された）ＲＲＣは、次の機能を行う。ＲＲＣは
、ブロードキャスト機能、ページング、ＲＲＣ接続管理、無線ベアラ（ＲＢ）制御、モビ
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リティ機能、ＵＥ６０２測定報告および制御を行う。（ネットワーク側のＭＭＥ６３４で
終端された）ＮＡＳ制御プロトコルは、とりわけ、イボルブド・パケット・システム（Ｅ
ＰＳ）ベアラ管理、認証、イボルブド・パケット・システム接続管理（ＥＣＭ：ｅｖｏｌ
ｖｅｄ　ｐａｃｋｅｔ　ｓｙｓｔｅｍ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）
－ＩＤＬＥモビリティ処理、ＥＣＭ－ＩＤＬＥでのページング発信およびセキュリティ制
御を行う。
【０１１８】
　第１のｅＮＢ６６０ａおよび第２のｅＮＢ６６０ｂは、Ｓ１インターフェース６２９、
６３１によってＥＰＣ６２３に接続される。第１のｅＮＢ６６０ａは、Ｓ１－ＭＭＥイン
ターフェース６２９によってＭＭＥ６３４に接続される。一構成において、第２のｅＮＢ
６６０ｂは、（破線で示されるように）Ｓ１－Ｕインターフェース６３１によって在圏ゲ
ートウェイ６２７に接続される。第１のｅＮＢ６６０ａは、第２のｅＮＢ６６０ｂに対し
てＭＭＥ６３４として振舞い、第２のｅＮＢ６６０ｂのためのＳ１－ＭＭＥインターフェ
ース６２９が第１のｅＮＢ６６０ａと第２のｅＮＢ６６０ｂとの間に（例として、Ｘイン
ターフェース６３５経由で）接続される。したがって、第１のｅＮＢ６６０ａは、第２の
ｅＮＢ６６０ｂには（Ｓ１－ＭＭＥインターフェース６２９に基づく）ＭＭＥ６３４およ
び（Ｘ２インターフェース６３７に基づく）ｅＮＢ６６０であるように見える。
【０１１９】
　別の構成では、第１のｅＮＢ６６０ａも（破線で示されるように）Ｓ１－Ｕインターフ
ェース６３１によって在圏ゲートウェイ６２７に接続されてもよい。それゆえに、第２の
ｅＮＢ６６０ｂは、ＥＰＣ６２３に接続されなくてもよい。第１のｅＮＢ６６０ａは、第
２のｅＮＢ６６０ｂには（Ｓ１－ＭＭＥインターフェース６２９に基づく）ＭＭＥ６３４
、（Ｘ２インターフェース６３７に基づく）ｅＮＢ、および（Ｓ１－Ｕインターフェース
６３１に基づく）Ｓ－ＧＷ６２７であるように見える。このアーキテクチャ６２１は、第
１のｅＮＢ６６０ａおよび第２のｅＮＢ６６０ｂにＥＰＣ６２３との単一ノードＳ１イン
ターフェース６２９、６３１（例えば接続）を提供する。ＥＰＣ６２３、ＭＭＥ６３４　
Ｓ－ＧＷ６２７との単一ノード接続によって、ＵＥ６０２が第１のｅＮＢ６６０ａのカバ
レッジ内にある限り、変更（例えばハンドオーバ）を軽減できるであろう。
【０１２０】
　図７は、デュアル接続性オペレーションのためのシステムおよび方法が実装されたＥ－
ＵＴＲＡＮ７３３およびＵＥ７０２の一構成を示すブロック図である。図７に関連して記
載されるＵＥ７０２およびＥ－ＵＴＲＡＮ７３３は、図１および６のうちの少なくとも１
つに関連して記載された対応する要素に従って実装される。
【０１２１】
　従来のキャリアアグリゲーションでは、単一のｅＮＢ７６０がＵＥ７０２に複数の在圏
セル７５１を提供すると想定する。２つ以上のセル７５１がアグリゲートされる（例えば
、１つのマクロセルが複数のリモートラジオヘッド（ＲＲＨ）セル７５１とアグリゲート
される）シナリオであっても、これらのセル７５１は、単一のｅＮＢ７６０によって制御
される（例えば、スケジュールされる）。しかしながら、スモールセル配備のシナリオで
は、各ｅＮＢ７６０（例えばノード）がそれ自体の独立したスケジューラを有しうる。ｅ
ＮＢ７６０ａ～ｂの両方の無線リソースを利用するために、ＵＥ７０２は、両方のｅＮＢ
７６０ａ～ｂに接続してもよい。
【０１２２】
　キャリアアグリゲーションが設定されるとき、ＵＥ７０２は、ネットワークとの１つの
ＲＲＣ接続を有しうる。無線インターフェースがキャリアアグリゲーションを提供する。
ＲＲＣ接続確立、再確立およびハンドオーバの間に、１つの在圏セル７５１がＮＡＳモビ
リティ情報（例えば、トラッキングエリア・アイデンティティ（ＴＡＩ：ｔｒａｃｋｉｎ
ｇ　ａｒｅａ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ））を提供する。ＲＲＣ接続再確立およびハンドオーバ
の間に、１つの在圏セル７５１がセキュリティ入力を提供する。このセル７５１は、プラ
イマリセル（ＰＣｅｌｌ）と呼ばれる。下りリンクでは、ＰＣｅｌｌに対応するコンポー
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ネントキャリアが下りリンク・プライマリコンポーネントキャリア（ＤＬ　ＰＣＣ：ｄｏ
ｗｎｌｉｎｋ　ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）であり、一方で
上りリンクではＰＣｅｌｌに対応するコンポーネントキャリアが上りリンク・プライマリ
コンポーネントキャリア（ＵＬ　ＰＣＣ：ｕｐｌｉｎｋ　ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏｍｐｏｎ
ｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）である。
【０１２３】
　ＵＥ７０２の能力に依存して、ＰＣｅｌｌとともに在圏セル７５１ａ～ｆのセットを形
成するために１つ以上のＳＣｅｌｌが設定される。下りリンクでは、ＳＣｅｌｌに対応す
るコンポーネントキャリアが下りリンク・セカンダリコンポーネントキャリア（ＤＬ　Ｓ
ＣＣ：ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）
であり、一方で上りリンクではＳＣｅｌｌに対応するコンポーネントキャリアが上りリン
ク・セカンダリコンポーネントキャリア（ＵＬ　ＳＣＣ：ｕｐｌｉｎｋ　ｓｅｃｏｎｄａ
ｒｙ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）である。
【０１２４】
　ＵＥ７０２のための在圏セル７５１ａ～ｆの構成セットは、それゆえに、１つのＰＣｅ
ｌｌおよび１つ以上のＳＣｅｌｌからなる。ＳＣｅｌｌごとに、ＵＥ７０２による（下り
リンク・リソースに加えて）上りリンク・リソースの使用法を設定できる。設定されるＤ
Ｌ　ＳＣＣの数は、ＵＬ　ＳＣＣの数以上であってもよく、上りリンク・リソースのみの
使用のためにＳｃｅｌｌが何も設定されなくてもよい。
【０１２５】
　ＵＥ７０２の観点から、各上りリンク・リソースは、１つの在圏セル７５１に属する。
設定される在圏セル７５１の数は、ＵＥ７０２のアグリゲーション能力に依存する。ＰＣ
ｅｌｌは、ハンドオーバ手順を用いて（例えば、セキュリティ・キー変更およびランダム
アクセスチャネル（ＲＡＣＨ）手順によって）のみ変更される。ＰＣｅｌｌは、ＰＵＣＣ
Ｈの送信に用いられる。ＳＣｅｌｌとは異なり、ＰＣｅｌｌは、非アクティブ化されない
。再確立は、ＰＣｅｌｌが無線リンク障害（ＲＬＦ：ｒａｄｉｏ　ｌｉｎｋ　ｆａｉｌｕ
ｒｅ）を経験したときにトリガされ、ＳＣｅｌｌがＲＬＦを経験したときにはトリガされ
ない。そのうえ、ＮＡＳ情報は、ＰＣｅｌｌから取得される。
【０１２６】
　ＳＣｅｌｌの再設定、追加および除去は、ＲＲＣ７５９によって行われる。ＬＴＥ内ハ
ンドオーバの際にも、ＲＲＣ７５９は、ターゲットＰＣｅｌｌとともに用いるためにＳＣ
ｅｌｌを追加、除去または再設定する。新しいＳＣｅｌｌを追加するときに、ＳＣｅｌｌ
のすべての所要のシステム情報を送信するために専用ＲＲＣシグナリングが用いられても
よい（例えば、接続モード中に、ＵＥ７０２がブロードキャストされたシステム情報をＳ
Ｃｅｌｌから直接に得る必要はない）。
【０１２７】
　しかしながら、異なるスケジューラを有する両方のｅＮＢ７６０に接続するためには、
ＵＥ７０２とＥ－ＵＴＲＡＮ７３３との間のデュアル接続性が必要とされる。リリース１
１のオペレーションに加えて、リリース１２に従って動作するＵＥ７０２は、デュアル接
続性（マルチ接続性、ノード間キャリアアグリゲーション、ノード間無線アグリゲーショ
ン、マルチフロー、マルチセル・クラスタ、マルチＵｕなどとも称される）を用いて構成
される。
【０１２８】
　ＵＥ７０２は、設定されていれば、複数のＵｕインターフェース６３９、６４１を用い
てＥ－ＵＴＲＡＮ７３３に接続する。例えば、ＵＥ７０２は、１つの無線インターフェー
ス（無線接続７５３）を用いることにより追加の無線インターフェース（例えば、無線接
続７５３）を確立するように構成される。以下では、１つのｅＮＢ７６０がマスターｅＮ
Ｂ（ＭｅＮＢ）７６０ａと呼ばれ、プライマリｅＮＢ（ＰｅＮＢ）とも呼ばれる。別のｅ
ＮＢ７６０は、セカンダリｅＮＢ（ＳｅＮＢ）７６０ｂと呼ばれる。（プライマリＵｕイ
ンターフェースと称される）Ｕｕインターフェース６３９は、ＵＥ７０２とＭｅＮＢ７６
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０ａとの間の無線インターフェースである。（セカンダリＵｕインターフェースと称され
る）Ｕｕｘインターフェース６４１は、ＵＥ７０２とＳｅＮＢ７６０ｂとの間の無線イン
ターフェースである。
【０１２９】
　一構成において、ＵＥ７０２は、ＵＥ７０２がＥ－ＵＴＲＡＮ７３３との複数のＵｕイ
ンターフェース６３９、６４１（すなわち、ＭＣＧ１５５およびＳＣＧ１５７）を認識し
ている限り、ＭｅＮＢ７６０ａおよびＳｅＮＢ６６０ｂを認識している必要はない。さら
に、Ｅ－ＵＴＲＡＮ７３３が同じかまたは異なるｅＮＢ７６０との複数のＵｕインターフ
ェースを提供してもよい。
【０１３０】
　一構成において、ＭｅＮＢ７６０ａとＳｅＮＢ７６０ｂとを同じｅＮＢ７６０とするこ
とができるであろう。単一のｅＮＢ７６０であっても複数のＵｕインターフェース６３９
、６４１（例えば、デュアル接続性）を達成できる。ＵＥ７０２は、１つより多いＵｕｘ
インターフェース６４１（例えば、Ｕｕ１、Ｕｕ２、Ｕｕ３…）を接続することが可能で
ある。各Ｕｕインターフェース６３９、６４１がキャリアアグリゲーションを有しうる。
それゆえに、ＵＥ７０２は、ＣＡのケースでは１つより多い在圏セル７５１のセットを用
いて構成されてもよい。デュアル接続性（すなわち２つのセット）において、在圏セル７
５１の１つのセットがＭＣＧ７５５であり、在圏セルの別のセットがＳＣＧ７５７である
。
【０１３１】
　本明細書では複数のＵｕインターフェース６３９、６４１が記載されるが、Ｕｕインタ
ーフェース６３９の定義によっては、この機能性を単一のＵｕインターフェース６３９に
よって実現できるであろう。デュアル接続性は、インターフェースの定義によっては、単
一のＵｕインターフェース６３９または単一の無線インターフェースによって実現されて
もよい。無線インターフェースをＵＥ７０２とｅＮＢ７６０との間のインターフェースで
はなく、ＵＥ７０２とＥ－ＵＴＲＡＮ７３３との間のインターフェースとして定義できる
。例えば、１つの無線インターフェースをデュアル接続性を用いたＵＥ７０２とＥ－ＵＴ
ＲＡＮ７３３との間のインターフェースとして定義できる。それゆえに、上記のＵｕ６３
９とＵｕｘ６４１との間の相違がセル７５１の特性であると見做されてもよい。Ｕｕイン
ターフェース６３９およびＵｕｘインターフェース６４１がそれぞれセル（単数または複
数）のセットＡおよびセル（単数または複数）のセットＢと言い換えられてもよい。さら
に、無線インターフェースおよび追加の無線インターフェースをそれぞれマスターセルグ
ループ（ＭＣＧ）７５５およびセカンダリセルグループ（ＳＣＧ）７５７と言い換えるこ
とができる。
【０１３２】
　いくつかの実装において、Ｅ－ＵＴＲＡＮ７３３は、ＭｅＮＢ７６０ａおよびＳｅＮＢ
７６０ｂを含む。ＵＥ７０２は、第１の無線接続７５３ａ経由でＭｅＮＢ７６０ａと通信
する。ＵＥ７０２は、第２の無線接続７５３ｂ経由でＳｅＮＢ７６０ｂと通信する。図７
は、１つの第１の無線接続７５３ａおよび１つの第２の無線接続７５３ｂを示すが、ＵＥ
７０２は、１つの第１の無線接続７５３ａおよび１つ以上の第２の無線接続７５３ｂを用
いて構成されてもよい。ＭｅＮＢ７６０ａおよびＳｅＮＢ７６０ｂは、図１に関連して記
載されたｅＮＢ１６０に従って実装される。
【０１３３】
　ＭｅＮＢ７６０ａは、１つ以上のＵＥ７０２への接続のために複数のセル７５１ａ～ｃ
を提供する。例えば、ＭｅＮＢ７６０ａは、セルＡ７５１ａ、セルＢ７５１ｂおよびセル
Ｃ７５１ｃを提供する。同様に、ＳｅＮＢ７６０ｂは、複数のセル７５１ｄ～ｆを提供す
る。ＵＥ７０２は、第１の無線接続７５３ａ（例えば、マスターセルグループ（ＭＣＧ）
７５５）のための１つ以上のセル（例えば、セルＡ７５１ａ、セルＢ７５１ｂおよびセル
Ｃ７５１ｃ）上で送信／受信するように構成される。ＵＥ７０２は、第２の無線接続７５
３ｂ（例えば、セカンダリセルグループ７５７）のための１つ以上の他のセル（例えば、
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セルＤ７５１ｄ、セルＥ７５１ｅおよびセルＦ７５１ｆ）上でも送信／受信するように構
成される。
【０１３４】
　ＭＣＧ７５５は、１つのＰＣｅｌｌおよび１つ以上の随意的なＳＣｅｌｌ（単数または
複数）を含みうる。ＳＣＧ７５７は、１つのＰＣｅｌｌ類似セル（ＰＣｅｌｌ、プライマ
リＳＣｅｌｌ（ＰＳＣｅｌｌ）、セカンダリＰＣｅｌｌ（ＳＰＣｅｌｌ）、ＰＣｅｌｌｓ
ｃｇ、ＳＣＧ　ＰＣｅｌｌなどと称される）および１つ以上の随意的なＳＣｅｌｌ（単数
または複数）を含みうる。ＵＥ７０２が無線接続７５３ａ～ｂのための複数のセル７５１
ａ～ｆ上で送信／受信するように構成される場合、無線接続７５３ａ～ｂにキャリアアグ
リゲーション・オペレーションが適用される。一構成において、各無線接続７５３は、プ
ライマリセル、および０、１つまたはそれ以上のセカンダリセル（単数または複数）を用
いて構成される。別の構成では、少なくとも１つの無線接続７５３がプライマリセル、お
よび０、１つまたはそれ以上のセカンダリセル（単数または複数）を用いて構成され、他
の無線接続７５３が１つ以上のセカンダリセル（単数または複数）を用いて構成される。
さらに別の構成では、少なくとも１つの無線接続７５３がプライマリセル、および０、１
つまたはそれ以上のセカンダリセル（単数または複数）を用いて構成され、他の無線接続
７５３がＰＣｅｌｌ類似セル、および０、１つまたはそれ以上のセカンダリセル（単数ま
たは複数）を用いて構成される。
【０１３５】
　１つのＭＡＣエンティティ７６１および１つのＰＨＹエンティティ７６３が１つのセル
グループへマッピングされる。例えば、第１のＭＡＣエンティティ７６１ａおよび第１の
ＰＨＹエンティティ７６３ａがＭＣＧ７５５へマッピングされる。同様に、第２のＭＡＣ
エンティティ７６１ｂおよび第２のＰＨＹエンティティ７６３ｂがＳＣＧ７５７へマッピ
ングされる。ＵＥ７０２は、１つのＭＣＧ７５５（例えば、第１の無線接続７５３ａ）、
および随意的に１つ以上のＳＣＧ（単数または複数）７５７（例えば、第２の接続７５３
ｂ）を用いて構成される。
【０１３６】
　ＭｅＮＢ７６０ａは、第１の無線接続７５３ａに係るＵＥコンテキストを管理し、記憶
する。ＵＥコンテキストとは、ＵＥ７０２のための構成セル７５１に関するＵＥ７０２ご
とのＲＲＣコンテキスト（例えば構成、構成セル７５１、セキュリティ情報など）、Ｑｏ
Ｓ情報およびＵＥ７０２アイデンティティである。例えば、ＭｅＮＢ７６０ａは、第１の
ＵＥコンテキスト７４３ａ、第２のＵＥコンテキスト７４５および第３のＵＥコンテキス
ト７４７を管理し、記憶する。
【０１３７】
　ＳｅＮＢ７６０ｂは、ＵＥ７０２のための構成セル７５１に関してＵＥ７０２ごとに第
２の無線接続７５３ｂに係るＵＥコンテキストを管理し、記憶する。例えば、ＳｅＮＢ７
６０ｂは、第１のＵＥコンテキスト７４３ｂおよび第４のＵＥコンテキスト７４９を管理
し、記憶する。ｅＮＢ７６０は、ＭｅＮＢ７６０ａおよびＳｅＮＢ７６０ｂの両方として
振舞うことができる。それゆえに、ｅＮＢ７６０は、第１の無線接続７５３ａに接続され
たＵＥ７０２に係るＵＥコンテキスト、および第２の無線接続７５３ｂに接続されたＵＥ
７０２に係るＵＥコンテキストを管理し、記憶する。
【０１３８】
　いくつかの実装において、ＭＡＣエンティティ７６１ａ～ｂは、ＲＲＣエンティティ７
５９とのインターフェースを有しうる。ＲＲＣエンティティ７５９は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ７
３３の（図示されない）ＲＲＣエンティティからＲＲＣメッセージ（例えば、ＲＲＣ接続
再設定メッセージ、接続制御メッセージ、ハンドオーバ・コマンドなど）を受信する。Ｒ
ＲＣエンティティ７５９は、さらに、Ｅ－ＵＴＲＡＮ７３３の（図示されない）ＲＲＣエ
ンティティへＲＲＣメッセージ（例えば、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージ）を送信する
。
【０１３９】
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　図８は、第１のユーザプレーン（ＵＰ）アーキテクチャ８６５ａおよび第２のＵＰアー
キテクチャ８６５ｂを示すブロック図である。図８に関連して記載されるＵＥ８０２およ
びｅＮＢ８６０は、図１および６のうちの少なくとも１つに関連して記載された対応する
要素に従って実装される。
【０１４０】
　第１のＵＰアーキテクチャ８６５ａにおいて、Ｓ１－Ｕインターフェース８３１は、Ｍ
ｅＮＢ８６０ａおよびＳｅＮＢ８６０ｂで終端する。ＤＲＢのためのＭｅＮＢ８６０ａの
ＵＰは、ＰＤＣＰエンティティ８６７ａ、ＲＬＣエンティティ８６９ａ、およびＭＡＣエ
ンティティ８６１ａを含む。ＤＲＢのためのＳｅＮＢ８６０ｂのＵＰは、ＰＤＣＰエンテ
ィティ８６７ｂ、ＲＬＣエンティティ８６９ｂおよびＭＡＣエンティティ８６１ｂを含む
。ＤＲＢのためのＵＥ８０２ａのＭＣＧ８５５は、ＰＤＣＰ８２７ａエンティティ、ＲＬ
Ｃ８２９ａエンティティ、およびＭＡＣ８２１ａエンティティを含む。ＤＲＢのためのＵ
Ｅ８０２ａのＳＣＧ８５７は、ＰＤＣＰ８２７ｂエンティティ、ＲＬＣ８２９ｂエンティ
ティ、およびＭＡＣ８２１ｂを含む。第１のＵＰアーキテクチャ８６５ａにおいて、Ｍｅ
ＮＢ８６０ａのＰＤＣＰ８６７ａは、ＳｅＮＢ８６０ｂのＰＤＣＰ８６７ｂとは独立して
いる。言い換えれば、第１のＵＰアーキテクチャ８６５ａにはベアラスプリットが何も存
在しない。
【０１４１】
　第２のＵＰアーキテクチャ８６５ｂにおいて、Ｓ１－Ｕインターフェース８３１は、Ｍ
ｅＮＢ８６０ｃで終端する。ＭｅＮＢ８６０ｃのＵＰは、第１のＰＤＣＰ８６７ｃおよび
第２のＰＤＣＰ８６７ｄ、第１のＲＬＣ８６９ｃおよび第２のＲＬＣ８６９ｄ、ならびに
第１のＭＡＣ８６１ｃおよび第２のＭＡＣ８６１ｄを含む。第１のＰＤＣＰ８６７ｃおよ
び第１のＲＬＣ８６９ｃは、第１のＤＲＢ用である。第２のＰＤＣＰ８６７ｄおよび第２
のＲＬＣ８６９ｄは、第２のＤＲＢ用である。ＳｅＮＢ８６０ｂのＵＰは、ＲＬＣ８６９
ｅおよびＭＡＣ８６１ｅを含む。ＤＲＢのためのＵＥ８０２ａのＭＣＧ８５５は、ＰＤＣ
Ｐ８２７ｃエンティティ、ＲＬＣ８２９ｃエンティティ、およびＭＡＣ８２１ｃエンティ
ティを含む。ＤＲＢのためのＵＥ８０２ａのＳＣＧ８５７は、ＰＤＣＰ８２７ｅエンティ
ティ、ＲＬＣ８２９ｅエンティティ、およびＭＡＣ８２１ｅを含む。第１のＰＤＣＰ８２
７ｃおよび第１のＲＬＣ８２９ｃは、第１のＤＲＢ用である。第２のＰＤＣＰ８２７ｄお
よび第２のＲＬＣ８２９ｄ、ならびにＲＬＣ８２９ｅは、第２のＤＲＢ用である。第２の
ＵＰアーキテクチャ８６５ｂにおいて、ＭｅＮＢ８６０ｃの第２のＰＤＣＰ８６７ｄは、
Ｘ２インターフェース８３７経由でＳｅＮＢ８６０ｂにおけるＲＬＣ８６９ｅに結合され
る。言い換えれば、第２のＵＰアーキテクチャ８６５ｂではベアラスプリットが存在する
。しかしながら、第２のＵＰアーキテクチャ８６５ｂは、ベアラプリットに対して独立し
たＲＬＣ８６９を有する。
【０１４２】
　競合しないランダムアクセス手順および競合ベースのランダムアクセス手順の両方がＳ
ｅＮＢ８６０ｂ，ｄに対してサポートされる。ランダムアクセス応答メッセージは、ラン
ダムアクセスプリアンブルの送信先となったｅＮＢ８６０から送信される。ランダムアク
セスプリアンブルの送信がオーバーラップしなければ、並行したランダムアクセス手順が
サポートされる。物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）のリソースをネットワー
ク側で調整する必要は何もない。
【０１４３】
　ＭｅＮＢ８６０ａ，ｃ（例えば、ＭＣＧ７５５）およびＳｅＮＢ８６０ｂ，ｄ（例えば
、ＳＣＧ７５７）の両方のＭＡＣエンティティ８６１に対して、ランダムアクセス手順が
ＰＤＣＣＨ指令によるか、またはＭＡＣサブレイヤ自体によって開始される。これがＳＣ
Ｇ７５７のＭＡＣエンティティであれば、ランダムアクセス手順がさらにＲＲＣ指令によ
って同様に開始されてもよい。
【０１４４】
　ＳＣｅｌｌ上でのランダムアクセス手順は、ＰＤＣＣＨ指令によってのみ開始される。



(28) JP 6626828 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

ＵＥ１０２が、そのＣ－ＲＮＴＩでマスクされ、特定の在圏セル７５１に関するＰＤＣＣ
Ｈ指令に適合したＰＤＣＣＨ送信を受信した場合、ＵＥ１０２は、その在圏セル上でのラ
ンダムアクセス手順を開始する。
【０１４５】
　ＰＣｅｌｌおよびＰＣｅｌｌ類似セル上でのランダムアクセスに関して、ＰＤＣＣＨ指
令またはＲＲＣは、ｒａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄｅｘおよびｒａ－ＰＲＡＣＨ－Ｍａｓ
ｋＩｎｄｅｘを随意的に示す。ＳＣｅｌｌ上でのランダムアクセスに関しては、ＰＤＣＣ
Ｈ指令は、００００００とは異なる値をもつｒａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄｅｘ、および
ｒａ－ＰＲＡＣＨ－ＭａｓｋＩｎｄｅｘを示す。ＰＲＡＣＨ上でのｐＴＡＧプリアンブル
送信およびＰＤＣＣＨ指令の受信がＰＣｅｌｌおよびＰＣｅｌｌ類似セルに関してサポー
トされる。
【０１４６】
　ベアラがＭｅＮＢ８６０ａ，ｃまたはＳｅＮＢ８６０ｂ，ｄのいずれかへマッピングさ
れるｅＮＢ８６０固有ベアラに関して、ＵＥ１０２は、その固有ベアラに関するＢＳＲ情
報を対応するベアラが属するｅＮＢ８６０に向けて送信する。ＭｅＮＢ８６０ａ，ｃとＳ
ｅＮＢ８６０ｂ，ｄとでは別々の間欠受信（ＤＲＸ：ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｒｅ
ｃｅｐｔｉｏｎ）設定がサポートされてもよく、ＭｅＮＢ８６０ａ，ｃとＳｅＮＢ８６０
ｂ，ｄとでは別々のＤＲＸオペレーション（例えば、タイマおよびアクティブ時間）が許
可されるべきである。ＵＥ電力消費の観点から、ＤＲＸ調整は、ＵＥ１０２の電力消費に
対して有益であろう。
【０１４７】
　アクティブ化および非アクティブ化がＳＣＧ７５７に対してサポートされる。ＭｅＮＢ
８６０ａ，ｃは、ＭｅＮＢ８６０ａ、ｃと関連付けられたセル７５１をアクティブ化およ
び非アクティブ化できる。ＳｅＮＢ８６０ｂ，ｄは、ＳｅＮＢ８６０ｂ，ｄと関連付けら
れたセル７５１をアクティブ化および非アクティブ化できる。ＵＥ１０２のＭＡＣエンテ
ィティ７６１は、セルグループごとに設定されてもよい（例えば、ＭＣＧ７５５に対して
１つのＭＡＣ７６１およびＳＣＧ７５７に対して他のＭＡＣ７６１）。
【０１４８】
　一構成において、キャリアアグリゲーションのためのＵＥ１０２ごとの在圏セル７５１
の最大数は５である。キャリアアグリゲーションがＭｅＮＢ８６０ａ，ｃおよびＳｅＮＢ
８６０ｂ，ｄにおいてサポートされる。言い換えれば、ＭｅＮＢ８６０ａ，ｃおよびＳｅ
ＮＢ８６０ｂ，ｄは、１つのＵＥ１０２に対して複数の在圏セル７５１を有しうる。デュ
アル接続性においては、ＵＥ１０２が１つのＭｅＮＢ８６０ａ，ｃおよび１つのＳｅＮＢ
８６０ｂ，ｄへ接続される。タイミングアドバンスグループ（ＴＡＧ：ｔｉｍｉｎｇ　ａ
ｄｖａｎｃｅ　ｇｒｏｕｐ）は、１つのｅＮＢ８６０のセル７５１を備えるに過ぎない。
一構成において、キャリアアグリゲーションのためのＵＥ１０２ごとのＴＡＧの最大数は
４である。一構成において、ＭＣＧ７５５およびＳＣＧ７５７は、同じかまたは異なる複
信方式のいずれかで動作してもよい。
【０１４９】
　ＳｅＮＢ８６０ｂ，ｄは、少なくともＰＵＣＣＨ機能性を含み、潜在的にいくつかの他
のＰＣｅｌｌ機能性も含んだ１つのスペシャルセル７５１（例えば、ＰＣｅｌｌ類似セル
）を有しうる。しかしながら、スペシャルセル７５１に対してすべてのＰＣｅｌｌ機能性
を繰り返す必要はない。ＳＣＧ７５７におけるスペシャルセル７５１に関しては、ＳｅＮ
Ｂ８６０ｂ，ｄにＮＡＳセキュリティおよびＮＡＳモビリティ機能を提供する必要はない
。ＳｅＮＢ８６０ｂ，ｄでは少なくとも１つのセル７５１が設定されたＵＬを有し、１つ
のセル７５１がＰＵＣＣＨリソースを用いて構成される。
【０１５０】
　ＳｅＮＢ８６０ｂ，ｄにおいてＰＵＣＣＨを運ばないセル７５１上では無線リンク・モ
ニタリング（ＲＬＭ：ｒａｄｉｏ　ｌｉｎｋ　ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ）を何も必要としな
い。無線リンク障害（ＲＬＦ）がサポートされる場合、ＳＣＧ７５７のいずれのセル７５
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１のＲＬＦもＲＲＣ接続再確立をトリガしない。ＰＵＣＣＨリソースを用いて構成された
ＳｅＮＢ８６０ｂ，ｄにおけるセル７５１は、クロスキャリアスケジュールされない。
【０１５１】
　第１のＵＰアーキテクチャ８６５ａおよび第２のユーザプレーン・アーキテクチャ８６
５ｂは、ＲＲＣ設定によって実装される。異なる設定のためのプロトコルスタックの差異
は、限定的とすべきである。例として、ＰＤＣＰ－ＳｅＮＢの新しい仕様が導入されるべ
きでない。一構成において、ＵＥ１０２のいくつかのベアラは、（第２のＵＰアーキテク
チャ８６５ｂにおけるように）スプリットされてもよく、一方で他のベアラは、ＭｅＮＢ
８６０ａ，ｃによってのみサービスされる。別の構成では、ＵＥ１０２のいくつかのベア
ラは、（第１のＵＰアーキテクチャ８６５ａにおけるように）ＳｅＮＢ８６０ｂ，ｄによ
ってサービスされてもよく、一方で他のベアラは、ＭｅＮＢ８６０ａ，ｃによってのみサ
ービスされる。ＲＬＣステータスＰＤＵは、対応するＵｕインターフェース６３９または
Ｕｕｘインターフェース６４１経由で対応するｅＮＢ８６０へ送信される。
【０１５２】
　図９は、ＳｅＮＢ９６０ｂの追加および修正９００の一構成を示すスレッド図である。
図９に関連して記載されるＵＥ９０２は、図１に関連して記載されたＵＥ１０２に従って
実装される。図９に関連して記載されるＭｅＮＢ９６０ａおよびＳｅＮＢ９６０ｂは、図
１に関連して記載されたｅＮＢ１６０に従って実装される。図９は、デュアル接続性オペ
レーションのためのＳｅＮＢ９６０ｂのリソースの追加および修正（例えば、ＳＣＧ１５
７追加）に関する全体的なシグナリング方式を示す。このシグナリング方式が追加シグナ
リング方式と修正シグナリング方式との間の類似性を示すことに留意すべきである。第１
のＵＰアーキテクチャ８６５ａにのみ関連するＳ１－ＭＭＥ６２９およびＸ２　６３７の
シグナリングが破線で示される（ステップ９１１、９１３および９２１～９２５）。Ｓ－
ＧＷ９２７は、変化しないことを想定する。
【０１５３】
　ＭｅＮＢ９６０ａは、固有Ｅ－ＵＴＲＡＮ無線アクセスベアラ（Ｅ－ＲＡＢ：Ｅ－ＵＴ
ＲＡＮ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｂｅａｒｅｒ）のための無線リソースを追加または
修正するようにＳｅＮＢ９６０ｂにリクエストすることを決定する（ステップ９０１ａ）
。無線リソースを追加または修正するようにＳｅＮＢ９６０ｂにリクエストする決定（ス
テップ９０１ａ）は、無線リソース管理（ＲＲＭ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｍａ
ｎａｇｅｍｅｎｔ）決定であってもよい。代わりに、ＳｅＮＢ９６０ｂが固有Ｅ－ＲＡＢ
のための無線リソースを修正することを決定してもよい（ステップ９０１ｂ）。無線リソ
ースを修正する決定（ステップ９０１ｂ）は、ＲＲＭ決定であってもよい。一実装におい
て、ＳｅＮＢ９６０ｂおよびＭｅＮＢ９６０ａは、ＵＥ９０２の能力を超過しないことを
保証するために連携する。
【０１５４】
　ＭｅＮＢ９６０ａがＳｅＮＢ９６０ｂの追加または修正を開始する場合、ＭｅＮＢ９６
０ａは、無線リソースを割り当てるかまたは修正するためのＳｅＮＢ追加／修正リクエス
トをＳｅＮＢ９６０ｂへ送信する（ステップ９０３）。ＳｅＮＢ追加／修正リクエストは
、Ｅ－ＲＡＢ特性（例えば、ＵＰアーキテクチャ８６５に対応するＥ－ＲＡＢパラメータ
およびトランスポートネットワークレイヤ（ＴＮＬ：ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｎｅｔｗｏｒ
ｋ　ｌａｙｅｒ）アドレス情報）、ＵＥ９０２の能力、ＵＥ９０２の現在の無線リソース
構成などを含みうる。ＳｅＮＢ９６０ｂのＲＲＭは、リソース・リクエストを許可するか
どうかを決定する（ステップ９０５）。ＳｅＮＢ９６０ｂにおけるＲＲＭエンティティが
リソース・リクエストを許可することが可能である場合には、ＳｅＮＢ９６０ｂは、（Ｕ
Ｐアーキテクチャ８６５に基づいて）各無線リソースおよび各トランスポートネットワー
クリソースを構成する。ＳｅＮＢ９６０ｂは、さらに、ＳｅＮＢ９６０ｂの無線リソース
構成の同期が行われるようにＵＥ９０２のための専用ＲＡＣＨプリアンブルを割り当てる
。
【０１５５】
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　ＳｅＮＢ９６０ｂは、ＳｅＮＢ追加／修正コマンドをＭｅＮＢ９６０ａへ送信する（ス
テップ９０７）。例えば、ＳｅＮＢ９６０ｂは、新しい無線リソース構成をＭｅＮＢ９６
０ａに提供する。第１のＵＰアーキテクチャ８６５ａに関して、ＳｅＮＢ追加／修正コマ
ンドは、各Ｅ－ＲＡＢに関するＳ１インターフェースＤＬ　ＴＮＬアドレス情報を含みう
る。第２のＵＰアーキテクチャ８６５ｂに関しては、ＳｅＮＢ追加／修正コマンドは、Ｘ
２インターフェースＤＬ　ＴＮＬアドレス情報を含みうる。
【０１５６】
　ＭｅＮＢ９６０ａは、新しい無線リソース構成を承認して、ＵＥ９０２がそれを適用す
るようにトリガする。ＭｅＮＢ９６０ａは、ＲＲＣ接続再設定メッセージ（例えば、ＳＣ
Ｇ１５７の追加のためのＳＣＧ設定パラメータを含むＲＲＣ接続再設定メッセージ）をＵ
Ｅ９０２へ送信する（ステップ９０９）。ＵＥ９０２は、新しい無線リソース構成を適用
し始める。
【０１５７】
　第１のＵＰアーキテクチャ８６５ａのケースでは、ＭｅＮＢ９６０ａは、各Ｅ－ＲＡＢ
特性に依存して、デュアル接続性のアクティブ化に起因するサービス中断を最小限に抑え
るための措置を講ずる。ＭｅＮＢ９６０ａは、シーケンス番号（ＳＮ：ｓｅｑｕｅｎｃｅ
　ｎｕｍｂｅｒ）ステータス報告をＳｅＮＢ９６０ｂへ送信する（ステップ９１１）。Ｍ
ｅＮＢ９６０ａは、ＳｅＮＢ９６０ｂへデータ・フォワーディングを行う（ステップ９１
３）。一構成において、第１のＵＰアーキテクチャ８６５ａに関するデータ・フォワーデ
ィングのために確立されたＵＰリソースが明示的に開放されてもよい。
【０１５８】
　再設定手順を完了すると、ＵＥ９０２は、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージをＭｅＮＢ
９６０ａへ送信する（ステップ９１５）。ＵＥ９０２は、ＳｅＮＢ９６０ｂのセル７５１
への同期を行う。例えば、ＵＥ９０２は、必要に応じて、ＳｅＮＢ９６０ｂとともにラン
ダムアクセス手順を行う（ステップ９１７）。ＲＲＣ接続再設定完了メッセージは、同期
手順の後か、または同期手順の前に送信されてもよい（ステップ９１５）。第２のＵＰア
ーキテクチャ８６５ｂのケースでは、ＳｅＮＢ９６０ｂからＵＥ９０２へのユーザプレー
ン・データの送信は、同期手順に依存してステップ９１５または９１７の後に発生する。
【０１５９】
　ＳｅＮＢ９６０ｂは、ＳｅＮＢ追加／修正完了メッセージをＭｅＮＢ９６０ａへ送信す
る（ステップ９１９）。ＳｅＮＢ９６０ｂは、ＵＥ９０２との同期の検出をＭｅＮＢ９６
０ａに報告し、新しい設定が使用中であることを確認する。ＭｅＮＢ９６０ａによるＳｅ
ＮＢ追加／修正完了メッセージの受信は、Ｘ２インターフェース上でのＳｅＮＢ追加／修
正手順全体を首尾よく完了させる。ステップ９１９は、上記の通りかまたは逆方向（Ｍｅ
ＮＢ９６０ａからＳｅＮＢ９６０ｂ）のいずれかの必要がある。
【０１６０】
　第１のＵＰアーキテクチャ８６５ａのケースでは、ＥＰＣ６２３へのＵＰ経路の更新が
行われてもよい。ＭｅＮＢ９６０ａは、Ｅ－ＲＡＢ修正指標をＭＭＥ９３４へ送信する（
ステップ９２１）。ＭＭＥ９３４およびＳ－ＧＷ９２７は、ベアラ修正を行う（ステップ
９２３）。ＭＭＥ９３４は、Ｅ－ＲＡＢ修正確認をＭｅＮＢ９６０ａへ送信する（ステッ
プ９２５）。
【０１６１】
　図１０は、ＲＲＣ接続再設定手順の一構成を示すスレッド図である。特に、図１０は、
ＳｅＮＢ１０６０ｂ追加（ＳＣＧ１０５７追加とも呼ばれる）手順の一例を示す。図１０
に関連して記載されるＵＥ１００２は、図１に関連して記載されたＵＥ１０２に従って実
装される。図１０に関連して記載されるＭｅＮＢ１０６０ａおよびＳｅＮＢ１０６０ｂは
、図１に関連して記載されたｅＮＢ１６０に従って実装される。この例では、第１のデー
タ無線ベアラ（ＤＲＢ１）１０７５ａおよび第２のデータ無線ベアラ（ＤＲＢ２）１０７
５ｂがＵＥ側１０７１およびネットワーク側１０７３で確立されていることを想定する。
【０１６２】
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　ＭｅＮＢ１０６０ａは、固有Ｅ－ＲＡＢのための無線リソースを追加するようにＳｅＮ
Ｂ１０６０ｂにリクエストすることを決定する（ステップ１００１）。例えば、ＭｅＮＢ
１０６０ａは、ＳｅＮＢ１０６０ｂの同期を追加するＲＲＭ決定を行う。ＭｅＮＢ１０６
０ａは、無線リソースを割り当てるかまたは修正するためのＳｅＮＢ追加リクエストをＳ
ｅＮＢ１０６０ｂへ送信する（ステップ１００３）。
【０１６３】
　ＳｅＮＢ１０６０ｂは、ＳｅＮＢ追加コマンドをＭｅＮＢ１０６０ａへ送信する（ステ
ップ１００５）。ＳｅＮＢ追加コマンドは、新しい無線リソース構成をＭｅＮＢ１０６０
ａに提供する。
【０１６４】
　ＭｅＮＢ１０６０ａは、ＳｅＮＢ１０６０ｂの新しい無線リソース構成を承認する。Ｍ
ｅＮＢ１０６０ａは、ＲＲＣ接続再設定（ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇ
ｕｒａｔｉｏｎ）メッセージをＵＥ１００２へ送信すること（ステップ１００７）によっ
て、ＵＥ１００２がＳｅＮＢ１０６０ｂの新しい無線リソース構成を適用するようにトリ
ガする。ＲＲＣ接続再設定メッセージは、ＳＣＧ１０５７の追加のためのＳＣＧ設定パラ
メータを含みうる。
【０１６５】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージを受信すると、ＵＥ１００２は、新しい設定を適用し始め
る。言い換えれば、ＲＲＣ接続再設定メッセージの受信の際に、ＲＲＣ接続再設定メッセ
ージがＳＣＧ１０５７の追加のためのＳＣＧ設定パラメータを含み、ＵＥ１００２がこの
メッセージに含まれた設定に適合できる場合、ＵＥ１００２は、ＲＲＣ接続再設定手順を
行うかまたは継続する。ＳＣＧ設定パラメータを含んだＲＲＣ接続再設定手順は、ｍｏｂ
ｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏを含み、かつＳＣＧ設定パラメータを含まないＲＲＣ
接続再設定手順、あるいは、ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏを含まず、かつＳ
ＣＧ設定パラメータを含まないＲＲＣ接続再設定手順とは異なってもよい。ＲＲＣ接続再
設定メッセージの構造は、ＵＥ１００２がどちらの手順に従うべきかを識別できる。
【０１６６】
　一実装において、ＲＲＣ接続再設定メッセージは、ＳＣＧ設定パラメータがＤＲＢ１０
７５設定を含まない構造を有する。ＤＲＢ１０７５設定は、ＰＤＣＰ８２７設定、ＲＬＣ
８２９設定、論理チャネル構成、論理チャネル・アイデンティティおよび／またはＥＰＳ
ベアラ・アイデンティティのうちのすべて、いくつか、または少なくとも１つを含みうる
。
【０１６７】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮ無線アクセス・ベアラ（Ｅ－ＲＡＢ）は、ＵＥ１００２とＥＰＣ６２３
との間でＥＰＳベアラのパケットを伝送する。Ｅ－ＲＡＢが存在するとき、このＥ－ＲＡ
ＢとＥＰＳベアラとの間に１対１のマッピングがある。データ無線ベアラは、ＵＥ１００
２とｅＮＢ１０６０との間でＥＰＳベアラのパケットを伝送する。データ無線ベアラが存
在するとき、このデータ無線ベアラとＥＰＳベアラ／Ｅ－ＲＡＢとの間に１対１のマッピ
ングがある。ＤＲＢ１０７５設定がこのステップには含められない。この例では、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡＮ５３３は、ＳＣＧ１０５７が追加されたときにのみＲＢ（例えば、ＳＣＧ１０５
７に対してＳＲＢが設定されないため、ＤＲＢ１０７５）の確立が含まれることを保証す
る。それゆえに、ＳＣＧ１０５７上でのＲＢ確立を伴わないＳＣＧ１０５７の追加が行わ
れる。
【０１６８】
　ＵＥ１００２は、ＳＣＧ１０５７のターゲットセルのＤＬへの同期を開始する。ＳＣＧ
１０５７のターゲットセルは、ＰＣｅｌｌ類似セル、プライマリＳＣｅｌｌ（ＰＳＣｅｌ
ｌ）、セカンダリＰＣｅｌｌ（ＳＰＣｅｌｌ）、ＰＣｅｌｌｓｃｇ、ＳＣＧ　ＰＣｅｌｌ
などとも呼ばれる。ＵＥ１０２は、ＳＣＧ１０５７のＭＡＣ７６１エンティティを確立す
る。ＵＥ１００２は、ＳＣＧ１０５７のためのセル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－Ｒ
ＮＴＩ：ｃｅｌｌ－ｒａｄｉｏ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　ｉｄｅｎｔｉｆ
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ｉｅｒ）としてｎｅｗＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙの値を適用する。
【０１６９】
　ＵＥ１００２は、受信したＳＣＧ１０５７のためのＲＲＣ共通（例えば、ｒａｄｉｏＲ
ｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎ）メッセージに従ってＳＣＧ１０５７の下位レ
イヤを構成する。ＵＥ１００２は、受信したＳＣＧ設定パラメータ中に含まれるいずれか
の追加フィールドに従ってＳＣＧ１０５７の下位レイヤを構成してもよい。例えば、ＳＣ
Ｇ設定パラメータ中に随意的に含まれる、ＲＡＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄが
ＳＣＧ１０５７のためのＭＡＣ７６１エンティティに提供されてもよい。ＲＲＣ接続再設
定メッセージがｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄパラメータ
を含む場合、ＵＥ１００２は、無線リソース構成手順を行う。ＳｅＮＢ１０６０ｂではＲ
Ｂが確立されないため、図９からのＳＮステータス転送ステップ９１１およびデータ・フ
ォワーディング・ステップ９１３が削除されることに留意すべきである。
【０１７０】
　ＵＥ１００２は、ＳｅＮＢ１０６０ｂのターゲットセル（例えば、ＰＣｅｌｌ類似セル
）への同期のためにＳｅＮＢ１０６０ｂへのランダムアクセス手順を行う（ステップ１０
０９）。ＳｅＮＢ１０６０ｂへのランダムアクセス手順は、ＲＲＣ接続再設定手順の一部
であってもよい。ランダムアクセス手順は、ＳＣＧ１０５７のＭＡＣ７６１によって行わ
れる（ステップ１００９）。
【０１７１】
　ＵＥ１００２は、ＲＲＣ接続再設定完了（ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎＣｏｍｐｌｅｔｅ）メッセージをＭｅＮＢ１０６０ａへ送信する（ステ
ップ１０１１）。ＳＣＧ１０５７のＭＡＣ７６１がランダムアクセス手順を首尾よく完了
した後、ＵＥ１００２は、再設定手順を完了する。ＵＥ１００２は、ＭｅＮＢ１０６０ａ
への送信のためにＲＲＣ接続再設定完了メッセージをＭＣＧ１０５５の下位レイヤへ提示
する。ランダムアクセス失敗処理の一構成が以下の図１２に関連して記載される。
【０１７２】
　図１０において、ＲＢ確立を伴わないＳＣＧ１０５７の追加の主な目的は、ランダムア
クセス手順によるＳｅＮＢ１０６０ｂとの同期であるため、ランダムアクセス手順（ステ
ップ１００９）がＲＲＣ接続再設定完了メッセージを送信する（ステップ１０１１）前に
生じると想定することに留意すべきである。ＲＲＣ接続再設定のこの構成においては、た
とえランダムアクセスの失敗が生じても、ＤＲＢ１０７５がＲＲＣ接続再設定手順には関
与せず、ＤＲＢ１０７５は、ＭＣＧ１０５５上に維持される。
【０１７３】
　ランダムアクセス手順（ステップ１００９）は、さらに、ＲＲＣ接続再設定完了メッセ
ージを送信した（ステップ１０１１）後に生じてもよい。ＲＲＣ接続再設定メッセージに
基づいて設定を行った後に、ＵＥ１００２は、送信のためにＲＲＣ接続再設定完了メッセ
ージをＭＣＧ１０５５の下位レイヤへ提示する。ＵＥ１００２は、次に、ＳｅＮＢ１０６
０ｂへのランダムアクセス手順を開始する。このケースでは、ＳｅＮＢ追加完了メッセー
ジは、図１０に示されたのとは逆方向１０１３にＳｅＮＢ１０６０ｂからＭｅＮＢ１０６
０ａへ送信される。
【０１７４】
　ＭｅＮＢ１０６０ａは、ＳｅＮＢ追加完了メッセージをＳｅＮＢ１０６０ｂへ送信する
（ステップ１０１３）。ＭｅＮＢ１０６０ａは、ＵＥ１００２によるＳＣＧ１０５７追加
の完了をＳｅＮＢ１０６０ｂに報告し、新しい設定が使用中であることを確認する。Ｓｅ
ＮＢ１０６０ｂによるＳｅＮＢ追加完了メッセージの受信は、Ｘ２インターフェース６３
７上でのＳｅＮＢ１０６０ｂ追加手順全体を首尾よく完了させる。ここで、ＳＣＧ１０５
７の追加は、ＳＣＧ１０５７上でのＲＢの確立を伴わずに完了され、ＵＥ側１０７１にお
いてＳＣＧ１０５７の破線から実線への移行によってこれが示される。
【０１７５】
　図１１は、ＲＲＣ接続再設定手順の別の構成を示すスレッド図である。特に、図１１は
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、ＳｅＮＢ１１６０ｂ修正（ＳＣＧ１１５７修正とも呼ばれる）手順の一例を示す。図１
１に関連して記載されるＵＥ１１０２は、図１に関連して記載されたＵＥ１０２に従って
実装される。図１１に関連して記載されるＭｅＮＢ１１６０ａおよびＳｅＮＢ１１６０ｂ
は、図１に関連して記載されたｅＮＢ１６０に従って実装される。
【０１７６】
　この例では、第１のデータ無線ベアラ（ＤＲＢ１）１１７５ａおよび第２のデータ無線
ベアラ（ＤＲＢ２）１１７５ｂがＵＥ側１１７１およびネットワーク側１１７３で確立さ
れていることを想定する。そのうえ、ＵＥ側１１７１においてＳＣＧ１１５７の実線で示
されるように、ＳｅＮＢ１１６０ｂが最初に追加される。ＳｅＮＢ１１６０ｂの追加は、
図１０に関連して先に記載されたように達成される。
【０１７７】
　ＭＣＧ１１５５の第２のデータ無線ベアラ（ＤＲＢ２）１１７５ｂをＳＣＧ１１５７へ
再配置するために、ＳＣＧ１１５７修正（ＳｅＮＢ１１６０ｂ修正とも呼ばれる）手順が
行われる。ＭｅＮＢ１１６０ａは、固有Ｅ－ＲＡＢのための無線リソースを修正するよう
にＳｅＮＢ１１６０ｂにリクエストすることを決定する（ステップ１１０１）。例えば、
ＭｅＮＢ１１６０ａは、ＳｅＮＢ１１６０ｂのリソースを修正するＲＲＭ決定を行う。Ｍ
ｅＮＢ１１６０ａは、無線リソースを修正するためのＳｅＮＢ修正リクエストをＳｅＮＢ
１１６０ｂへ送信する（ステップ１１０３）。ＭｅＮＢ１１６０ａは、第２のデータ無線
ベアラ（ＤＲＢ２）１１７５ｂのためのＤＲＢを設定するようにＳｅＮＢ１１６０ｂにリ
クエストする。代わりに、（図９に関連して先に記載されたように）ＳｅＮＢ１１６０ｂ
が固有Ｅ－ＲＡＢのための無線リソースを修正することを決定してもよい（ステップ９０
１ｂ）。そのケースでは、ステップ１１０１および１１０３が省略されてもよい。
【０１７８】
　ＳｅＮＢ１１６０ｂは、ＳｅＮＢ修正コマンドをＭｅＮＢ１１６０ａへ送信する（ステ
ップ１１０５）。ＳｅＮＢ修正コマンドは、新しい無線リソース構成をＭｅＮＢ１１６０
ａに提供する。新しい無線リソース構成は、第２のデータ無線ベアラ（ＤＲＢ２）１１７
５ｂに対応するＥＰＳベアラのためのＤＲＢ設定を含みうる。
【０１７９】
　ＭｅＮＢ１１６０ａは、ＳｅＮＢ１１６０ｂの新しい無線リソース構成を承認する。Ｍ
ｅＮＢ１１６０ａは、ＲＲＣ接続再設定（ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇ
ｕｒａｔｉｏｎ）メッセージをＵＥ１１０２へ送信する（ステップ１１０７）ことによっ
て、ＵＥ１１０２がＳｅＮＢ１１６０ｂの新しい無線リソース構成を適用するようにトリ
ガする。ＲＲＣ接続再設定メッセージは、ＳＣＧ１１５７の修正のためのＳＣＧ設定パラ
メータを含みうる。
【０１８０】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージを受信すると、ＵＥ１１０２は、新しい設定を適用し始め
る（すなわち、ＲＲＣ接続再設定メッセージを受信すると、ＵＥ１１０２は、ＲＲＣ接続
再設定手順を開始する）。言い換えれば、ＲＲＣ接続再設定メッセージの受信の際に、Ｒ
ＲＣ接続再設定メッセージがＳＣＧ１１５７の修正のためのＳＣＧ設定パラメータを含み
、ＵＥ１１０２がこのメッセージに含まれた設定に適合できる場合、ＵＥ１１０２は、Ｒ
ＲＣ接続再設定手順を行うかまたは継続する。
【０１８１】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージは、ＳＣＧ１１５７の修正のためのＳＣＧ設定パラメータ
を含みうる。例えば、ＳＣＧ１１５７の修正のためのＳＣＧ設定パラメータは、ＤＲＢ設
定を含みうる。ＤＲＢ設定は、ＭＣＧ１１５５上で確立されたＤＲＢ１１７５（例えば、
ＤＲＢ２　１１７５ｂ）をＳＣＧ１１５７へ再マッピングするためのＤＲＢ設定パラメー
タを含みうる。
【０１８２】
　ＭＣＧ１１５５上で確立されてＳＣＧ１１５７に適用されることになるＤＲＢ１１７５
に関して、第１のＵＰアーキテクチャ８６５ａのケースでは、ＵＥ１１０２は、ＭＣＧ１
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１５５上で確立されたＰＤＣＰ８２７を再確立して、ＰＤＣＰ８２７をＳＣＧ１１５７へ
関連付ける（例えば、再マッピングする）。ＰＤＣＰ８２７は、さらに、ＰＤＣＰ８２７
の再確立の前にＳＣＧ１１５７へ関連付けられてもよい（例えば、再マッピングされても
よい）。例えば、ＭＣＧ１１５５上で確立されてＳＣＧ１１５７に適用されることになる
ＤＲＢ１１７５に関して、ＵＥ１１０２は、ＭＣＧ１１５５上で確立されたＰＤＣＰ８２
７をＳＣＧ１１５７へ関連付けて、ＵＥ１１０２は、ＤＲＢ１１７５のためのＰＤＣＰ８
２７をＳＣＧ１１５７上で再確立してもよい。
【０１８３】
　ＭＣＧ１１５５上で確立され、ＳＣＧ１１５７に適用されることになるＤＲＢ１１７５
に関して、ＵＥ１１０２は、ＭＣＧ１１５５上で確立されたＲＬＣ８２９を再確立して、
ＲＬＣ８２９をＳＣＧ１１５７へ関連付ける。ＲＬＣ８２９は、さらに、ＲＬＣ８２９の
再確立の前にＳＣＧ１１５７へ関連付けられてもよい。例えば、ＭＣＧ１１５５上で確立
されてＳＣＧ１１５７に適用されることになるＤＲＢ１１７５に関して、ＵＥ１１０２は
、ＭＣＧ１１５５上で確立されたＲＬＣ８２９をＳＣＧ１１５７へ関連付けて、ＵＥ１１
０２は、ＤＲＢ１１７５のためのＲＬＣ８２９をＳＣＧ１１５７上で再確立してもよい。
一構成において、ＥＰＳベアラ・アイデンティティ（例えば、ｅｐｓ－ｂｅａｒｅｒＩｄ
ｅｎｔｉｔｙ）が再確立されたＤＲＢ１１７５を関連付けるためのアンカーとしての機能
を果たす。ＰＤＣＰ８２７再確立およびＲＬＣ８２９再確立を行うことによって、ＵＥ１
１０２は、ＳＣＧ１１５７上でＤＲＢ１１７５を再開する。図１１に示されるように、最
初にＭＣＧ１１５５上にあったＤＲＢ２　１１５７ｂがＳＣＧ１１５７へ再マッピングさ
れる。
【０１８４】
　第２のＵＰアーキテクチャ８６５ｂのケースでは、ＳＣＧ１１５７の修正のためのＳＣ
Ｇ設定パラメータは、ＵＥ１１０２がＭＣＧ１１５５で確立されたＤＲＢ２　１１７５ｂ
のためのＲＬＣ８２９をＳＣＧ１１５７で確立できるように、ＤＲＢ１１７５設定を含み
うる。ｅｐｓ－ｂｅａｒｅｒＩｄｅｎｔｉｔｙは、ＭＣＧ１１５５で確立されたＤＲＢ１
１７５と、ＳＣＧ１１５７で確立されたＤＲＢ１１７５とを関連付けるためのアンカーと
しての機能を果たす。ＵＥ１１０２は、ＤＲＢ２　１１７５ｂのためのＰＤＣＰ８２７を
ＭＣＧ１１５５で再確立する。ＵＥ１１０２は、ＤＲＢ２　１１７５ｂのためのＲＬＣ８
２９をＭＣＧ１１５５で再確立する。ＭｅＮＢ１１６０ａは、ＤＲＢ２　１１７５ｂのた
めのＰＤＣＰ８６７をＵＥ１１０２のためのＭＣＧ１１５５で再確立する。ＭｅＮＢ１１
６０ａは、ＤＲＢ２　１１７５ｂのためのＲＬＣ８６９をＵＥ１１０２のためのＭＣＧ１
１５５で再確立する。
【０１８５】
　第１のＵＰアーキテクチャ８６５ａのケースでは、ＭｅＮＢ１１６０ａは、各Ｅ－ＲＡ
Ｂ特性に基づいて、デュアル接続性のアクティブ化に起因するサービス中断を最小限に抑
えるための措置を講ずる。ＭｅＮＢ１１６０ａは、ＳＮステータス報告をＳｅＮＢ１１６
０ｂへ送信する（ステップ１１０９）。ＭｅＮＢ１１６０ａは、ＳｅＮＢ１１６０ｂへの
データ・フォワーディングを行う（ステップ１１１１）。
【０１８６】
　ＵＥ１１０２は、再設定手順を完了する。ＵＥ１１０２は、送信のためにＲＲＣ接続再
設定完了（ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＣｏｍｐｌｅｔ
ｅ）メッセージをＭＣＧ１１５５の下位レイヤへ送る（ステップ１１１３）。留意すべき
は、ＳｅＮＢ１１６０ｂとの同期がすでに達成されたため、ランダムアクセス手順が省略
されることである。
【０１８７】
　ＭｅＮＢ１１６０ａは、ＳｅＮＢ修正完了メッセージをＳｅＮＢ１１６０ｂへ送信する
（ステップ１１１５）。ＭｅＮＢ１１６０ａは、ＵＥ１１０２によるＳＣＧ１１５７修正
の完了をＳｅＮＢ１１６０ｂに報告し、新しい設定が使用中であることを確認する。Ｓｅ
ＮＢ１１６０ｂによるＳｅＮＢ修正完了メッセージの受信は、Ｘ２インターフェース６３
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７上でのＳｅＮＢ１１６０ｂ修正手順全体を首尾よく完了させる。
【０１８８】
　図１２は、ＲＲＣ接続再設定手順のさらに別の構成を示すスレッド図である。特に、図
１２は、ＳｅＮＢ１２６０ｂ追加（ＳＣＧ１２５７追加とも呼ばれる）手順の別の例を示
す。図１２に関連して記載されるＵＥ１２０２は、図１に関連して記載されたＵＥ１０２
に従って実装される。図１２に関連して記載されるＭｅＮＢ１２６０ａおよびＳｅＮＢ１
２６０ｂは、図１に関連して記載されたｅＮＢ１６０に従って実装される。この例では、
第１のデータ無線ベアラ（ＤＲＢ１）１２７５ａおよび第２のデータ無線ベアラ（ＤＲＢ
２）１２７５ｂがＵＥ側１２７１およびネットワーク側１２７３で確立されていることを
想定する。
【０１８９】
　ＭｅＮＢ１２６０ａは、無線リソースを追加または修正するようにＳｅＮＢ１２６０ｂ
にリクエストすることを決定する（ステップ１２０１）。ＭｅＮＢ１２６０ａは、無線リ
ソースを割り当てるかまたは修正するためのＳｅＮＢ追加／修正リクエストをＳｅＮＢ１
２６０ｂへ送信する（ステップ１２０３）。代わりに、ＳｅＮＢ１１６０ｂが（図９に関
連して先に記載されたように）無線リソースを追加または修正することを決定してもよい
（ステップ９０１ｂ）。このケースでは、ステップ１２０１および１２０３が省略されて
もよい。
【０１９０】
　ＳｅＮＢ１２６０ｂは、ＳｅＮＢ追加／修正コマンドをＭｅＮＢ１２６０ａへ送信する
（ステップ１２０５）。ＳｅＮＢ追加／修正コマンドは、新しい無線リソース構成をＭｅ
ＮＢ１２６０ａに提供する。
【０１９１】
　ＭｅＮＢ１２６０ａは、ＳｅＮＢ１２６０ｂの新しい無線リソース構成を承認する。Ｍ
ｅＮＢ１２６０ａは、ＲＲＣ接続再設定（ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇ
ｕｒａｔｉｏｎ）メッセージをＵＥ１２０２へ送信する（ステップ１２０７）ことによっ
て、ＵＥ１２０２がＳｅＮＢ１２６０ｂの新しい無線リソース構成を適用するようにトリ
ガする。ＲＲＣ接続再設定メッセージは、ＳＣＧ１２５７の追加／修正のためのＳＣＧ設
定パラメータを含みうる。
【０１９２】
　ＲＲＣ接続再設定メッセージを受信すると、ＵＥ１２０２は、新しい設定を適用し始め
る（すなわち、ＲＲＣ接続再設定メッセージを受信すると、ＵＥ１１０２は、ＲＲＣ接続
再設定手順を開始する）。言い換えれば、ＲＲＣ接続再設定メッセージの受信の際に、Ｒ
ＲＣ接続再設定メッセージがＳＣＧ１２５７の追加／修正のためのＳＣＧ設定パラメータ
を含み、ＵＥ１２０２がこのメッセージに含まれた設定に適合できる場合、ＵＥ１２０２
は、ＲＲＣ接続再設定手順を行う。
【０１９３】
　ＳＣＧ１２５７の追加／修正のためのＳＣＧ設定パラメータは、ＤＲＢ１２７５設定を
含みうる。一実装において、ＤＲＢ１２７５設定は、ＰＤＣＰ８２７設定、ＲＬＣ８２９
設定、論理チャネル構成、論理チャネル・アイデンティティおよび／またはＥＰＳベアラ
・アイデンティティのうちのすべて、いくつか、または少なくとも１つを含みうる。
【０１９４】
　Ｅ－ＲＡＢは、ＵＥ１２０２とＥＰＣ６２３との間でＥＰＳベアラのパケットを伝送す
る。Ｅ－ＲＡＢが存在するとき、このＥ－ＲＡＢとＥＰＳベアラとの間に１対１のマッピ
ングがある。データ無線ベアラは、ＵＥとｅＮＢとの間でＥＰＳベアラのパケットを伝送
する。データ無線ベアラが存在するとき、このデータ無線ベアラとＥＰＳベアラ／Ｅ－Ｒ
ＡＢとの間に１対１のマッピングがある。ＤＲＢ１２７５設定がこのステップに含められ
る。この例では、Ｅ－ＵＴＲＡＮ５３３は、ＳＣＧ１２５７が追加されたときにのみＲＢ
（例えば、ＳＣＧ１２５７に対してＳＲＢが設定されないため、ＤＲＢ１２７５）の確立
が含まれることを保証しなくてもよい。
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【０１９５】
　ＵＥ１２０２は、ＳＣＧ１２５７のターゲットセルのＤＬへの同期を開始する。これは
、図１０に関連して先に記載されたように達成される。ＤＲＢ１２７５設定は、ＳＣＧ１
２５７のためのＤＲＢ設定がＲＲＣ接続再設定メッセージに含まれる場合に適用される。
ＤＲＢ１２７５設定は、ＭＣＧ１２５５上で確立されたＤＲＢ１２７５をＳＣＧ１２５７
へ再マッピングするためのパラメータを含む。
【０１９６】
　ＭＣＧ１２５５上で確立されてＳＣＧ１２５７に適用される（例えば、再マッピングさ
れる）ことになるＤＲＢ１２７５に関して、第１のＵＰアーキテクチャ８６５ａのケース
では、ＵＥ１２０２は、ＭＣＧ１２５５上で確立されたＰＤＣＰ８２７を再確立して、Ｐ
ＤＣＰ８２７をＳＣＧ１２５７に関連付ける。これは、図１１に関連して先に記載された
ように達成される。
【０１９７】
　第２のＵＰアーキテクチャ８６５ｂのケースでは、ＳＣＧ１２５７の修正のためのＳＣ
Ｇ設定パラメータは、ＵＥ１２０２がＭＣＧ１２５５で確立されたＤＲＢ２　１２７５ｂ
のためのＲＬＣ８２９をＳＣＧ１２５７で確立できるように、ＤＲＢ１２７５設定を含み
うる。これは、図１１に関連して先に記載されたように達成される。
【０１９８】
　第１のＵＰアーキテクチャ８６５ａのケースでは、ＭｅＮＢ１２６０ａは、各Ｅ－ＲＡ
Ｂ特性に基づいて、デュアル接続性のアクティブ化に起因するサービス中断を最小限に抑
えるための措置を講ずる。ＭｅＮＢ１２６０ａは、ＳＮステータス報告をＳｅＮＢ１２６
０ｂへ送信する（ステップ１２０９）。ＭｅＮＢ１２６０ａは、ＳｅＮＢ１２６０ｂへの
データ・フォワーディングを行う（ステップ１２１１）。
【０１９９】
　ＵＥ１２０２は、ＳＣＧ１２５７のターゲットセルのＤＬへの同期を開始する。ＳＣＧ
１２５７のターゲットセルは、ＰＣｅｌｌ類似セル、プライマリＳＣｅｌｌ（ＰＳＣｅｌ
ｌ）、セカンダリＰＣｅｌｌ（ＳＰＣｅｌｌ）、ＰＣｅｌｌｓｃｇ、ＳＣＧ　ＰＣｅｌｌ
などとも呼ばれる。ＵＥ１２０２は、ＳＣＧ１２５７のＭＡＣ７６１エンティティを確立
する。ＵＥ１２０２は、ＳＣＧ１２５７のためのセル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－
ＲＮＴＩ）としてｎｅｗＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙの値を適用する。
【０２００】
　ＵＥ１２０２は、受信したＳＣＧ１２５７のためのＲＲＣ共通（例えば、ｒａｄｉｏＲ
ｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎ）メッセージに従ってＳＣＧ１２５７の下位レ
イヤを構成する。ＵＥ１２０２は、受信したＳＣＧ設定パラメータ中に含まれるいずれか
の追加フィールドに従ってＳＣＧ１２５７の下位レイヤを構成してもよい。例えば、ＳＣ
Ｇ設定パラメータ中に随意的に含まれる、ＲＡＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄが
ＳＣＧ１２５７のためのＭＡＣ７６１エンティティに提供されてもよい。ＲＲＣ接続再設
定メッセージがｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄパラメータ
を含む場合、ＵＥ１２０２は、無線リソース構成手順を行う。
【０２０１】
　ＵＥ１２０２は、ＳｅＮＢ１２６０ｂのターゲットセル（例えば、ＰＣｅｌｌ類似セル
）への同期のためにＳｅＮＢ１２６０ｂへのランダムアクセス手順を行う（ステップ１２
１３）。ＳｅＮＢ１２６０ｂへのランダムアクセス手順は、ＲＲＣ接続再設定手順の一部
であってもよい。ランダムアクセス手順は、ＳＣＧ１２５７のＭＡＣ７６１によって行わ
れる（ステップ１２１３）。
【０２０２】
　ＳｅＮＢ同期成功（例えば、ランダムアクセス手順成功）のケースでは、ＵＥ１２０２
は、ＲＲＣ接続再設定完了（ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏ
ｎＣｏｍｐｌｅｔｅ）メッセージをＭｅＮＢ１２６０ａへ送信する。ＳＣＧ１２５７のＭ
ＡＣ７６１がランダムアクセス手順を首尾よく完了した後、ＵＥ１２０２は、再設定手順
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を完了する。ＵＥ１２０２は、ＭｅＮＢ１２６０ａへの送信のためにＲＲＣ接続再設定完
了メッセージをＭＣＧ１２５５の下位レイヤへ提示する。ランダムアクセス手順の結果に
関する情報がＲＲＣ接続再設定完了メッセージに含まれてもよい。このケースでは、ラン
ダムアクセス手順の成功に関する情報がＲＲＣ接続再設定完了メッセージに含まれてもよ
い。
【０２０３】
　ＳｅＮＢ同期失敗１２１５（例えば、ランダムアクセス手順失敗）のケースでは、ＵＥ
１２０２は、ランダムアクセス手順の失敗に関する情報を含むＲＲＣ接続再設定完了メッ
セージを送信する（ステップ１２１７）。一構成において、ＵＥ１２０２は、ＲＲＣ接続
再設定手順においてタイマ（例えば、タイマＴ１）を始動させる。一例において、タイマ
は、ランダムアクセス手順の直前に始動される。別の例では、タイマは、ＲＲＣ接続再設
定メッセージの受信の際に始動される。タイマが終了した（例えば、ランダムアクセス手
順が時間内に首尾よく完了されなかった）場合、ＵＥ１２０２は、ランダムアクセス失敗
に関する情報を含むＲＲＣ接続再設定完了メッセージを生成する。ＵＥ１２０２は、ラン
ダムアクセス失敗に関する情報を含むＲＲＣ接続再設定完了メッセージをＭｅＮＢ１２６
０ａへ送信する（ステップ１２１７）。ＭｅＮＢ１２６０ａは、ランダムアクセス失敗指
標をＳｅＮＢ１２６０ｂへ送信する（ステップ１２１９）。
【０２０４】
　ランダムアクセス手順の結果に関する情報に対していくつかの実装が利用される。例え
ば、ランダムアクセス失敗がＳＣＧ１２５７で生じた場合、ＳＣＧ１２５７上でのランダ
ムアクセス失敗の指標がＲＲＣ接続再設定完了メッセージに含められる。ランダムアクセ
ス手順がＳＣＧ１２５７で首尾よく完了された場合、ＳＣＧ１２５７上でのランダムアク
セス手順成功の指標がＲＲＣ接続再設定完了メッセージに含められる。
【０２０５】
　ランダムアクセス手順の結果に関する情報は、ＳＣＧ設定または再設定（例えば、（再
）設定）完了メッセージと呼ばれる。例えば、ランダムアクセス手順がＳＣＧ１２５７で
首尾よく完了された場合、ＳＣＧ（再）設定完了メッセージがＲＲＣ接続再設定完了メッ
セージに含められる。ランダムアクセス失敗がＳＣＧ１２５７で生じた場合、ＳＣＧ（再
）設定完了メッセージは含められない。別の実装では、ランダムアクセス失敗がＳＣＧ１
２５７で生じた場合、ＳＣＧ（再）設定失敗メッセージがＲＲＣ接続再設定完了メッセー
ジに含められてもよい。
【０２０６】
　ランダムアクセス失敗がＳＣＧ１２５７で生じた場合、ＵＥ１２０２は、前の設定に戻
る。一例において、前の設定に戻ることは、ＭＣＧ１２５５およびＳＣＧ１２５７の設定
を、ＲＲＣ接続再設定メッセージの受信前のＭＣＧ１２５５およびＳＣＧ１２５７の設定
の状態に返すことを意味する。別の例では、前の設定に戻ることは、ＳＣＧ１２５７の設
定を、ＲＲＣ接続再設定メッセージの受信前のＳＣＧ１２５７の設定の状態に返し、ＲＲ
Ｃ接続再設定メッセージによって適用されたＭＣＧ１２５５の設定を維持することを意味
する。
【０２０７】
　代わりに、ＤＲＢ１２７５の設定がランダムアクセス成功（すなわち、ＳｅＮＢ１２６
０ｂとの同期）後に適用されてもよい。言い換えれば、ＳＣＧ１２５７へのランダムアク
セス手順の前に最初に物理レイヤおよびＭＡＣレイヤに関する（再）設定が適用される。
次に、ランダムアクセス手順が首尾よく完了された後に残りの（再）設定が適用される。
これによってランダムアクセスの問題へのＤＲＢ再設定の関与を少なくできる。ＲＲＣ接
続再設定メッセージを受信すると、ＵＥ１２０２は、新しい設定を適用し始める。ＵＥ１
２０２は、ＳＣＧ１２５７のターゲットセルのＤＬへの同期を開始する。ＳＣＧ１２５７
のターゲットセルは、ＰＣｅｌｌ類似セル、プライマリＳＣｅｌｌ（ＰＳＣｅｌｌ）、セ
カンダリＰＣｅｌｌ（ＳＰＣｅｌｌ）、ＰＣｅｌｌｓｃｇ、ＳＣＧ　ＰＣｅｌｌなどとも
呼ばれる。ＵＥ１２０２は、ＳＣＧ１２５７のＭＡＣ７６１エンティティを確立する。Ｕ
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Ｅ１２０２は、ＳＣＧ１２５７のためのセル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ
）としてｎｅｗＵＥ－Ｉｄｅｎｔｉｔｙの値を適用する。
【０２０８】
　ＵＥ１２０２は、受信したＳＣＧ１２５７のためのＲＲＣ共通（例えば、ｒａｄｉｏＲ
ｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎ）メッセージに従ってＳＣＧ１２５７の下位レ
イヤを構成する。ＵＥ１２０２は、受信したＳＣＧ設定パラメータ中に含まれるいずれか
の追加フィールドに従ってＳＣＧ１２５７の下位レイヤを構成してもよい。例えば、ＳＣ
Ｇ設定パラメータ中に随意的に含まれる、ＲＡＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄが
ＳＣＧ１２５７のためのＭＡＣ７６１エンティティに提供されてもよい。ＲＲＣ接続再設
定メッセージがｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄパラメータ
を含む場合、ＵＥ１２０２は、無線リソース構成手順を行う。
【０２０９】
　ＵＥ１２０２は、ＳｅＮＢ１２６０ｂのターゲットセル（例えば、ＰＣｅｌｌ類似セル
）への同期のためにＳｅＮＢ１２６０ｂへのランダムアクセス手順を行う（ステップ１２
１３）。ＳｅＮＢ１２６０ｂへのランダムアクセス手順は、ＲＲＣ接続再設定手順の一部
であってもよい。ランダムアクセス手順は、ＳＣＧ１２５７のＭＡＣ７６１によって行わ
れる（ステップ１２１３）。
【０２１０】
　ＳｅＮＢ同期成功（例えば、ランダムアクセス手順成功）のケースでは、ＵＥ１２０２
は、ＭＣＧ１２５５および／またはＳＣＧ１２５７のためのＤＲＢ設定がＲＲＣ接続再設
定メッセージに含まれる場合にはＤＲＢ１２７５設定を適用する。ＤＲＢ１２７５設定は
、ＭＣＧ１２５５上で確立されたＤＲＢ１２７５をＳＣＧ１２５７へ再マッピングするた
めのパラメータを含む。
【０２１１】
　ＵＥ１２０２は、ＭｅＮＢ１２６０ａへの送信のためにＲＲＣ接続再設定完了メッセー
ジをＭＣＧ１２５５の下位レイヤへ提示する。ランダムアクセス手順の結果に関する情報
がＲＲＣ接続再設定完了メッセージに含まれてもよい。このケースでは、ランダムアクセ
ス手順の成功に関する情報がＲＲＣ接続再設定完了メッセージに含まれてもよい。
【０２１２】
　ＳｅＮＢ同期失敗１２１５（例えば、ランダムアクセス手順失敗）のケースでは、ＵＥ
１２０２は、先に説明したようにランダムアクセス手順の失敗に関する情報を含むＲＲＣ
接続再設定完了メッセージを送信する（ステップ１２１７）。
【０２１３】
　上記の代替策では、ＵＥ１２０２が前の設定に戻るが、この代替策では、ＵＥ１２０２
がＤＲＢ設定を適用しなかった。それゆえに、ランダムアクセス成功後にＤＲＢ１２７５
設定を適用することによって、手順が効率的に簡略化される。
【０２１４】
　図１３は、ＵＥ１３０２において利用される様々なコンポーネントを示す。図１３に関
連して記載されるＵＥ１３０２は、図１に関連して記載されたＵＥ１０２に従って実装さ
れる。ＵＥ１３０２は、ＵＥ１３０２のオペレーションを制御するプロセッサ１３８１を
含む。プロセッサ１３８１は、中央処理装置（ＣＰＵ：ｃｅｎｔｒａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓ
ｉｎｇ　ｕｎｉｔ）とも呼ばれる。メモリ１３８７は、リードオンリメモリ（ＲＯＭ：ｒ
ｅａｄ－ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ：ｒａｎｄｏｍ　
ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、これら２つの組み合わせ、あるいは情報を記憶する任意
のタイプのデバイスを含み、プロセッサ１３８１に命令１３８３ａおよびデータ１３８５
ａを供給する。メモリ１３８７の一部分は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡ
Ｍ：ｎｏｎ－ｖｏｌａｔｉｌｅ　ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）も含んで
もよい。命令１３８３ｂおよびデータ１３８５ｂは、プロセッサ１３８１にも存在する。
プロセッサ１３８１に読み込まれた命令１３８３ｂおよび／またはデータ１３８５ｂは、
プロセッサ１３８１による実行または処理のために読み込まれた、メモリ１３８７からの
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命令１３８３ａおよび／またはデータ１３８５ａも含む。命令１３８３ｂは、上記の方法
２００および４００の１つ以上を実装するためにプロセッサ１３８１によって実行される
。
【０２１５】
　ＵＥ１３０２は、データの送受信を可能にするための１つ以上の送信機１３５８および
１つ以上の受信機１３２０が入った筺体も含む。送信機（単数または複数）１３５８およ
び受信機（単数または複数）１３２０は、１つ以上のトランシーバ１３１８に組み合わさ
れてもよい。１つ以上のアンテナ１３２２ａ～ｎは、筺体に取り付けられて、トランシー
バ１３１８に電気的に結合される。
【０２１６】
　ＵＥ１３０２の様々なコンポーネントは、データバスに加えて、電力バス、制御信号バ
スおよびステータス信号バスを含む、バスシステム１３８９によって結合される。しかし
ながら、明確さのために、図１３では様々なバスがバスシステム１３８９として示される
。ＵＥ１３０２は、信号処理用のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ：ｄｉｇｉｔａｌ　ｓ
ｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）１３９１も含んでもよい。ＵＥ１３０２は、ＵＥ１３
０２の機能へのユーザ・アクセスを提供する通信インターフェース１３９３も含んでもよ
い。図１３に示されるＵＥ１３０２は、具体的なコンポーネントのリスティングではなく
、機能ブロック図である。
【０２１７】
　図１４は、ｅＮＢ１４６０において利用される様々なコンポーネントを示す。図１４に
関連して記載されるｅＮＢ１４６０は、図１に関連して記載されたｅＮＢ１６０に従って
実装される。ｅＮＢ１４６０は、ｅＮＢ１４６０のオペレーションを制御するプロセッサ
１４８１を含む。プロセッサ１４８１は、中央処理装置（ＣＰＵ）とも呼ばれる。メモリ
１４８７は、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、これ
ら２つの組み合わせ、あるいは情報を記憶する任意のタイプのデバイスを含み、プロセッ
サ１４８１に命令１４８３ａおよびデータ１４８５ａを供給する。メモリ１４８７の一部
分は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）も含んでもよい。命令１４８３ｂ
およびデータ１４８５ｂは、プロセッサ１４８１にも存在する。プロセッサ１４８１に読
み込まれた命令１４８３ｂおよび／またはデータ１４８５ｂは、プロセッサ１４８１によ
る実行または処理のために読み込まれた、メモリ１４８７からの命令１４８３ａおよび／
またはデータ１４８５ａも含む。命令１４８３ｂは、上記の方法３００および５００の１
つ以上を実装するためにプロセッサ１４８１によって実行される。
【０２１８】
　ｅＮＢ１４６０は、データの送受信を可能にするための１つ以上の送信機１４１７およ
び１つ以上の受信機１４７８が入った筺体も含む。送信機（単数または複数）１４１７お
よび受信機（単数または複数）１４７８は、１つ以上のトランシーバ１４７６に組み合わ
されてもよい。１つ以上のアンテナ１４８０ａ～ｎは、筺体に取り付けられて、トランシ
ーバ１４７６に電気的に結合される。
【０２１９】
　ｅＮＢ１４６０の様々なコンポーネントは、データバスに加えて、電力バス、制御信号
バスおよびステータス信号バスを含む、バスシステム１４８９によって結合される。しか
しながら、明確さのために、図１４では様々なバスがバスシステム１４８９として示され
る。ｅＮＢ１４６０は、信号処理用のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）１４９１も含ん
でもよい。ｅＮＢ１４６０は、ｅＮＢ１４６０の機能へのユーザ・アクセスを提供する通
信インターフェース１４９３も含んでもよい。図１４に示されるｅＮＢ１４６０は、具体
的なコンポーネントのリスティングではなく、機能ブロック図である。
【０２２０】
　図１５は、フィードバック情報を送信するためのシステムおよび方法が実装されたＵＥ
１５０２の一構成を示すブロック図である。ＵＥ１５０２は、送信手段１５５８、受信手
段１５２０および制御手段１５２４を含む。送信手段１５５８、受信手段１５２０および
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制御手段１５２４は、上の図２および図４に関連して記載された機能の１つ以上を行うよ
うに構成される。上の図１３は、図１５の具体的な装置構造の一例を示す。図２および図
４の機能の１つ以上を実現するために他の様々な構造が実装されてもよい。例えば、ＤＳ
Ｐがソフトウェアによって実現されてもよい。
【０２２１】
　図１６は、フィードバック情報を受信するためのシステムおよび方法が実装されたｅＮ
Ｂ１６６０の一構成を示すブロック図である。ｅＮＢ１６６０は、送信手段１６１７、受
信手段１６７８および制御手段１６８２を含む。送信手段１６１７、受信手段１６７８お
よび制御手段１６８２は、上の図３および図５に関連して記載された機能の１つ以上を行
うように構成される。上の図１４は、図１６の具体的な装置構造の一例を示す。図３およ
び図５の機能の１つ以上を実現するために他の様々な構造が実装されてもよい。例えば、
ＤＳＰがソフトウェアによって実現されてもよい。
【０２２２】
　用語「コンピュータ可読媒体」は、コンピュータまたはプロセッサによってアクセスで
きる任意の利用可能な媒体を指す。用語「コンピュータ可読媒体」は、本明細書では、非
一時的かつ有形のコンピュータおよび／またはプロセッサ可読媒体を示す。限定ではなく
、例として、コンピュータ可読またはプロセッサ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲ
ＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶、磁気ディスク記憶もしくは他の磁気記憶
デバイス、あるいは命令の形態の所望のプログラムコードまたはデータ構造を載せるか、
または記憶するために用いることができ、コンピュータまたはプロセッサによってアクセ
スできる任意の他の媒体を備える。ディスク（ｄｉｓｋ）およびディスク（ｄｉｓｃ）は
、本明細書では、コンパクトディスク（ＣＤ：ｃｏｍｐａｃｔ　ｄｉｓｃ）、レーザディ
スク（ｌａｓｅｒ　ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｏｐｔｉｃａｌ　ｄｉｓｃ）、デジタルバ
ーサタイルディスク（ＤＶＤ：ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　ｄｉｓｃ）、フロ
ッピーディスク（ｆｌｏｐｐｙ　ｄｉｓｋ）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク
（ｄｉｓｃ）を含み、ディスク（ｄｉｓｋ）は、通常、磁気的にデータを再生し、一方で
ディスク（ｄｉｓｃ）は、レーザを用いて光学的にデータを再生する。
【０２２３】
　留意すべきは、本明細書に記載される方法の１つ以上がハードウェアで実装されてもよ
く、および／またはハードウェアを用いて行われてもよいことである。例えば、本明細書
に記載される方法の１つ以上は、チップセット、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ：ａｐ
ｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、大
規模集積回路（ＬＳＩ：ｌａｒｇｅ－ｓｃａｌｅ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉ
ｔ）または集積回路などで実装されてもよく、および／またはそれらを用いて実現されて
もよい。
【０２２４】
　本明細書に開示されるそれぞれの方法は、記載される方法を達成するための１つ以上の
ステップまたは動作を備える。本方法のステップおよび／または動作は、特許請求の範囲
から逸脱することなく、相互に交換されてもよく、および／または単一のステップに組み
合わされてもよい。言い換えれば、記載される方法の適切なオペレーションのためにステ
ップまたは動作の特定の順序が必要とされない限り、特定のステップおよび／または動作
の順序および／または使用は、特許請求の範囲から逸脱することなく修正されてもよい。
【０２２５】
　当然のことながら、特許請求の範囲は、先に示された通りの構成および構成要素には限
定されない。特許請求の範囲から逸脱することなく、本明細書に記載される配置、オペレ
ーション、ならびにシステム、方法および装置の詳細に様々な修正、変更および変形がな
されてもよい。
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